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げ
ま
す
。

昭
和
五
十
七
年
三
月

合
的
に
調
査
し
、
そ
の
成
果
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

教

育

長

新

里

本
県
は
、
日
本
列
島
の
東
奥
と
よ
ば
れ
る
地
域
に
位
潤
し
、
県
で
は
全
国
一
の
面
積
を
有
し
て
お
り
ま
す
が
、
山
地
が
多
く
交
通
が
大
変
不
便
で
あ
り
ま
し
た
。

盈

大
川

H
（
久
慈
市
）
を
経
て
野
田
に

し
か
し
、
近
年
に
お
け
る
社
会
開
発
の
進
展
は
、
歴
史
的
に
由
緒
の
あ
る
ふ
る
里
の
道
に
も
影
響
を
与
え
、
日
々
近
代
的
な
道
路
の
建
設
が
県
内
各
所
で
行
な
わ
れ
、
私
達
の
生

活
を
快
適
に
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
反
面
、
自
然
と
人
情
に
心
を
通
わ
せ
る
こ
と
の
で
き
た
古
道
に
残
る
道
祖
神
・
道
標
・
一
里
塚
や
並
木
道
の
交
通
遺
跡
が
急
激
に
そ
の
姿
を
消

し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
現
状
を
重
視
し
、
本
県
で
は
昭
和
五
十
ニ
一
年
度
か
ら
国
庫
補
劫
を
受
け
、

4
ケ
年
計
画
で
こ
の
歴
史
の
道
の
調
査
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
最
終
年
次

と
な
り
ま
し
た
。

本
報
告
書
は
、
本
年
度
に
調
査
し
た
三
街
道
の
う
ち
、
奥
州
道
中
沼
宮
内
宿
で
奥
州
道
中
か
ら
分
岐
し
て
、
八
戸
藩
領
の
関
（
山
形
村
）

い
た
る
「
久
慈
街
道
」
と
、
途
中
の
関
地
内
で
分
岐
し
て
野
田
に
い
た
る
「
野
田
街
道
」
に
つ
い
て
、
街
道
の
現
状
と
文
化
財
の
保
存
状
況
な
ど
、
そ
の
周
囲
の
環
境
を
含
め
て
総

本
書
が
、
今
後
の
交
通
関
係
遺
跡
の
保
護
及
び
歴
史
の
道
研
究
の
一
劫
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
調
査
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
調
査
員
各
位
並
び
に
関
係
市
町
村
教
育
委
員
会
を
は
じ
め
、
諸
資
料
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
対
し
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上

序

岩

手

県

教

育

委

員

会
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四
、
調
査
の
方
法
は
、
地
区
調
査
員
が
調
査
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
調
査
カ
ー
ド
に
も
と
づ
き
専
門
調
査
員
が
確
認
調
査
を
行
な
っ
た
。

五
、
本
書
は
、
専
門
調
査
員
吉
田
義
昭
が
執
筆
し
、
文
化
課
が
編
集
に
あ
た
っ
た
。

地
区
調
査
員
（
野
田
村
）

地
区
調
査
員
（
久
慈
市
）

地
区
調
査
員
（
山
形
村
）

地

区

調

査

員

（

葛

巻

町

）

近

藤

新

地
区
調
査
員
（
岩
手
町
）

専

門

調

査

員

専

門

調

査

員

主
任
専
門
調
査
員

収
集
し
た
も
の

小 沢

里

金

五

郎

久

慈

市

文

化

財

保

護

調

査

員

高

橋

吉

田

正

午

元

野

田

村

教

育

委

員

会

教

育

長

又

幸

四

郎

山

形

村

教

育

委

員

長

Ill

井

糸
例

昭

草

間

俊

吉

葛
巻
町
々
誌
編
さ
ん
委
員
会
々
長

治
岩
手
県
文
化
財
保
護
指
導
員

田

義

昭

盛

岡

市

教

委

文

化

財

専

門

員

計

岩
手
県
立
盛
岡
短
期
大
学
学
長

一
、
本
書
は
歴
史
の
道
「
久
慈
・
野
田
街
道
」
に
関
す
る
報
告
書
で
あ
る
。

二
、
本
調
査
は
主
と
し
て
次
に
あ
げ
る
も
の
を
収
集
し
、
調
査
を
実
施
し
た
。

古
文
書
、
地
誌
類
、
紀
行
文
、
古
絵
図
類
や
明
治
時
代
の
実
測
図
な
ど
。

二

調

査

し

た

事

項

ア
道
及
び
こ
れ
に
沿
う
地
域
に
残
る
遺
跡
の
分
布
状
況
と
保
存
の
実
態
。

イ
江
戸
時
代
の
国
界
・
藩
界
及
び
郡
名
。

三
、
本
調
査
の
調
査
員
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

岩
手
大
学
教
授

再
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二
、
街
道
に
沿
っ
た
公
開
施
設

三
、
沿
道
に
残
る
主
な
文
化
財

例 序

二
、
久
慈
市

一
、
山
形
村

二
、
野
田
街
道

四
、
久
慈
市

三
、
山
形
村

四
、
補

記

「
久
慈
街
道
」

「野
田
街
道
」
の
概
要

二
、
街
道
の
里
程

・
一
里
塚

二
、
沿
道
の
現
状
と
保
存
状
況

一
、
久
慈
街
道

一
、
岩
手
町

二
、
葛
巻
町

一
、

総

説

言

目

二
、
道
標
に

つ
い
て

次

29 26 23 22 22 21 19 16 14 14 14 13 13 11 6
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本
野
田
街
道
と

つ
の
コ
ー
ス

「
沼
宜
内
廻
野
田
道
」

と
い
う
街
道
が
あ
る
。
本
調
査

第
一
図
参
照

が
あ
っ
て
、

上
記
の

盛
岡
城
ド
か
ら
岩
泉
間
を
小
本
道
と
記
し
た
道
標

し
て
藪
川
の
継
し
11
所
を
経
て
門
ー
装
綿
ー
岩
泉
の
四
駅
。
こ
こ
で
宮
古
代
官
所
管
内
の
小

本
に
至
る
街
道
を
分
岐
し
、
安
家
・
上
戸
鎖
と
北
上
山
地
特
有
の
準
平
原
「
平
頂
峯
」
を

巧
に
利
用
し
た
道
筋
を
北
上
し
て
宇
部
に
至
る
街
道
で
あ
る
。
こ
の
道
筋
は
同
所
野
田
地

鳴
資
料
名
星
川
止
南
稿
「
封
内
道
中
記
初
草

l
•

横
川
良
助
「
南
旧
秘
事
記
、
内
史
略
本
」
に
拠
る
。

伝
馬
継
り
て
に
よ
る
駅
程
は
基
本
的
に
は
ム
缶
街
道

は
現
在
の
と
こ
ろ
未
確
認
で
あ
る
）
。

方
の
文
面
も
こ
れ
に
依
っ
て
い
る
。

本
野
田
街
道
で
あ
る

内
に
お
い
て
浜
街
道
（
同
報
苫
第

76
隼
昭
和

56)

（
こ
れ
を
本
道
と
い
う
）
。

と
合
致
す
る
ル
ー
ト
で
あ
り
、
こ
れ
が

こ
の
本
道
は
、
通
称
を
「
野
田
道
」
或
は
「
野
田
往
米
」
と
い
A

、
江
戸
時
代
の
道
標

さ
て
、
野
田
街
道
に
つ
い
て
実
は
二
本
の
ル
ー
ト
が
存
在
す
る
。
盛
岡
藩
の
公
式
な
夫

の
九
化
道
で
あ
る
。
こ
の
第
五
の
野
田
街
道
は

第
一
表
参
照
）
、
盛
岡
城
下
を
起
点
と

五
、
野
田

小
木
）
街
道
（
同
報
古
第

66
集
昭
和

55g

四
、
大
槌
（
釜
石
）
街
道
（
詞
報
告
第
川
集
昭
和
団

w
 

.
‘
'
¥
‘
 

ー
グ

．．
 -＿

f
 
干
ト

11)
街
道
（
同
報
告
第
45
佳
窃
昭
和
団

1

一
、
宮
古
街
姐

同報苦第65隼昭和団

野田通代官所 宮古通代官所 い田通代譴

芦目； 

轄

ー、,子~ ト安 岩ニ 足裳穴 門 藪上山 郷
野

米
村

戸 升 名
部 家 7白K 額綿沢 Jil 岸

鎖 石 内
1経

田 由
-村村村村村 村村村村 村村村

•一→可―

＇ 
海 安 ,ic!--'< , 母衣 門 成m, 駅

辺 jl並］
所

c-'c-十

冶町-城三I・- 猷"~― 馬" --部 家 泉 綿

l: 五 五 里~· 甲

゜
里 里 里 里

里

゜
-- 里

七

゜ ゜
五

A 町 町 町 町 町 町

町 四 四 五 程
五 七

゜゜
四

九 間 間 間 間 間 間 /区ヘ

間 間

一
、
鹿
角
街
道

同
報
告
第
1
6
隼
昭
和
団

第
一
表
本
野
田
街
道
・
代
官
所
管
轄
区
別
郷
村
往
米
里
程
表

歴
史
の
道
調
査
報
告
「
腿
州
道
中
」

県
報
411
第

36
隼
・
昭
和
団

を
除
い
て
、

こ
の
盛
岡
城
ド
を
起
点
と
す
る
領
内
の
幹
線
と
な
る
議
街
道
と
は
其
州
道
中
（
岩
手
県

し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
街
道
を
通
称
「
野
田
街
道
」
、
別
称
を
「
久
慈
街
道
」
と
い
う
。

こ
の
久
慈
街
道
（
第
二
表
）
と
、
盛
岡
城
ド
・
藪
川
1
岩
泉
ー
安
家
経
由
の
本
野
田
街

領
内
堺
街
道
の
用
程
は
盛
岡
城
．
卜
の
駅
・
所
が
閥
か
れ
た
銀
冶
．
J
の
一
里
元
標
を
起
点
と

街
道
（
岩
泉
•
安
家
ル
ー
ト
）
合
流
す
〕
ー
宇
部
に
至
る
も
の
で
あ
る
。

近
111
に
お
け
る
南
部
盛
岡
藩

4

じ
ト
ガ
石
の
店
城
地
は
盛
岡
で
あ
る
。

を
尾
呂
部
地
内
で
分
岐
し
、
葛
巻
ー
関
ー
小
国
］
木
売
内
ー
下
戸
鎖
ー

に
馬
継
立
て
の
駅
所
は
左
の
通
り
に
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、

JJIn
宮
内
駅
か
ら
具
州
街
道
筋

〔
途
中
、
本
野
田

一

、

総

説

勘
定
所
定

H
「
御
城

F
ヨ
リ
在
々
行
程
早
見
」

一
覧
（
第

4
図
）
に
よ
れ
ば
、
藩
の
定
夫

^
、
「
久
慈
街
道
」
．
「
野
田
街
道
」
の
概
要

報
告
は
こ
の
ル
ー
ト
を
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
後
者
の
街
道
に
つ
い
て
、
盛
岡
藩

6
 



第 l図 野田街道概要図
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第2図 八戸藩管轄図（久慈街道部分）
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こ
の
街
道
筋
に
該
当
す
る
郷
村
を
．
覧
す
る
と
、
次
の
通
り
と
な
る
。

と
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
目
領
内
の
街
道
に
「
物
留
中
番
所
」
が
設
懺
さ
れ
た
こ
と
は
、

他
に
例
を
み
な
い
こ
と
で
あ
り
、
明
ら
か
に
対
八
戸
藩
の
経
済
物
資
交
流
に
つ
い
て
取
締

ト
の
措
閥
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

右
ハ
御
城
内
る
西
之
方
。
折
壁
村
ら
石
名
坂
と
中
所
迄
二
j

余

星
川
の
道
中
記
初
草
の
該
当
部
分
を
抄
録
す
る
と
、

岐
点
の
場
所
に
つ
い
て
記
し

て
い
る
。

脇
街
道
で
あ
る
久
慈
街
道
筋
の
訥
屈
を
IPL
述
し
た
資
料
に
は
、
口
生
川
正
巾
稿

「
封
内
道

田
山
花
卿
御
境
西
。
能
沢
御
番
所
J

北
西
。

区
間
は
未
調
査
で
あ
る
。

゜

一
、
折
辟
上
御
番
・
所

花
輪
御
給
人
相
勤

な
お
本
野
田
街
道
岩
呆
町
ー
同
安
家
1

久
慈

rli上
戸
鎖
ー
小
峠
ト
ナ
メ
リ
爪
に
ム
i

る

0

化
輪
御
代
宜
所
之
内

た
街
道

右
ハ
御
城
内
ら
北
方
。
村
境
道
よ
不
相
知
。

一
、
小
繋
御
番
所

-
．f
•

五
戸
御
与
力
相
勤

一
戸
郷
境
北
橋
場
d

南
西
方

0

福
岡
代
宜
之
内

「
:
、
御
釦
分
中
御
境
井
郷
境
物
留
御
番
所
ガ
角
の
中
に
、

る
た
め
だ
と
も
考
察
さ
れ
る
点
も
な
い
で
は
な
い
が
、
）

報
告
で
は
こ
の
ル
ー
ト
を
「
久
慈
街
道
」

と
標
題
し
て
、
久
慈
経
由
の
野
田
峠
越
え
で
宇

部
に
至
る
街
道
を
第
一
項
と
し
た
。
そ
し
て
山
形
村
関
地
内
の
角
掛
峠
か
ら
ド
戸
鎖
ー
臼

石
峠
越
え
で
久
慈
市
宇
部
ト
ナ
メ
リ
沢
地
内
の
小
峠
で
本
野
田
街
道
と
合
流
し
て
宇
部
に

至
る
区
間
を
、
第
一
一
項
「
野
田
街
道
」
と
し
て
こ
の
礼
戸
時
代
後
期
に
お
い
て
利
用
さ
れ

（第

8
.
9
図
参
照
）
を
中
心
に
本
稿
で
は
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
。

中
記
初
草
」

と
漆
戸
茂
樹
著
「
北
其
路
程
記
」
（
第
1
1
図
）
と
が
あ
り
、
沼
宮
内
の
街
道
分

（
前
掲
歴
史
の
道
報
告
「
具
州
道
中
」
参
照
）

d. 

i.I禾
JI

ー

／

1
1

て
1
9

,

9

 

篤

以
卜
の
実
情
に
て
ら
し
て
本

留
御
番
所
を
隕
い
て
い
る
。

て
も
久
慈
経
由
の
街
道
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、

に
、
八
戸
領
か
ら
の
往
来
筋
で
要
衝
に
あ
た
る

戸
町
小
繋
及
び
安
代
町
田
山
地
内
に
物

の
道
標
だ
け
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
以
後
は
対
藩
相
互
の
取
締
り
の
も
と
に
街
道
を
往
未
し
、
八
戸
藩
に
お
い
て
は

閃
御
番
所
（
山
形
村
霜
畑
字
関
地
内
）
で
他
領
出
入
物
留
と
手
形
改
め
が
行
な
わ
れ
た
。
ま

た
、
盛
岡
藩
に
お
い
て
は
、
沼
宮
内
町
で

な
人
役
井
沼
宮
内
ら
中
奥
行
米
穀
役
取
立
」

「
八
い
出
人
点
荷
物
役
及
ひ
野
川
代
げ
所
管
内

（第

5
図
参
聞
）
の
窓
Il
を
設
定
す
る
と
共

今

lUl
、
[
J
J
生
呂
内
経
由
野
田
道
」
の
街
道
を
調
査
し
た
結
果
、
沼
宮
内
1
関
区
間
の
沿
道

に
残
る
追
分
碑
・
道
標
等
を
兄
る
と

4
戸
期
の
資
料
は
す
べ
て
「
九
慈
道
」

と
記
銘
の
も
の
で
あ
っ
て
「
野
田
」
銘
で
標
示
さ
れ
た
資
料
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

野
田
往
来
を
記
し
た
道
標
は
、
関
地
内
の
角
掛
峠
の
字
部
野
田
道
の
分
岐
点
に
所
在
す
る

庚
中
塔
道
椋
で
元
治
元
年
（
．
八
六
四
）
建
立
に
か
A

る
、
「
左
ハ
く
ぢ
、
右
ハ
の
だ
」

「
八
い
藩
管
轄
図
」
（
八
戸
市
小
井
田
幸
哉
氏
写
）
資
料
に
よ
っ

（
或
は
ル
ー
ト
の
大
半
が
八
戸
領
内
で
あ

「
＜
ぢ
」

た
の
が
寛
文
十
二
年
（
第
川
図
参
照

で
あ
る

3

定
し
た
の
は
同
五
年
二
月
卜
五
日
の
こ
と
で
あ
る
。
更
に
篇
境
塚
の
築
造
設
漑
が
確
定
し

゜

か
ら
分
割
し
剖
設
さ
れ
た
の
は
寛
文
四
年

一月

（
ニ
ハ
ぃ
ハ
四
）
で
あ
る
が
、

領
域
が
確

効；
、"'、

£
 

ヽ

•J 

I
l
 
以
卜
八
い
領
軽
米
及
び
久
慈
代
官
所
管
内
。

で
あ
る
八
い
領
内
を
経
由
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

八
戸
湘
が
本
藩
で
あ
る
南
部
盛
岡
領

椛
ノ
木
・
古
ケ
爪
・
葛
岱
・

4
刈
川
・
霜
畑
・

閃

・
繋
・
大
川
目
•
長
内
（
久

こ
の
街
道
に
つ
い
て
直
要
な
ー
つ
の
特
性
か
あ
る
。

そ
れ
は
、

途
中
の
街
道
筋
が
他
藩

管
内
。

経
lll
の
木
報
化
rtt
り
の
湖
介
ル
ー
ト
が
什
利
で
あ
っ
た
こ
と
を
付
謁
し
て
お
く
（

木
光
内
村
・
ド
戸
鉛
村
・
小
峠
村
・
宇
部
村
・
野
田
村
以
上
仝
野
田
代
',Ii
所

直
の
総
甲
程
：
・
-
用
＾
パ
八
町
；
＾
九
間

第
：
き
と
対
比
す
る
と
、
性
離
的
に
は
眉
，
窮
内

尾
呂
部
村
・
朽
木
林
村

以

K
盛
叫
領
沼
窮
内
代
宜
所
竹
内
。

8
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第9図 野田通宇部・野田付近街道絵図・部分
（盛岡領内分間絵図抄）
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木
売
内
（
小
国
の
誤
り
か
）
な
関
へ

ド
戸
鎖
な
木
買
内
へ

仝

卜
安
家
・
下
安
家
等
の
盛
岡
道
あ
り

仝

大

川

目

へ

盛
岡
合
渋
民
迄 ゜

八
十
八
文
・
五
十
五
文
•
四
十
四
文

堂
観
音
の
ド
迄
古
道
十
半
の
間
平
地
。
左
右
の
山
の
際
北
上
川
の
水
源
に
道
の

1
」
も

天
神
社
か
十

r余
行
四
ッ
役
坂
、
小
坂
な
り
。
れ
の
方
笠
蓋
山
貝
成
木
山
等
あ
り
。
貝

成
木
村
家

t-'-。
沢
谷
川
小
橋
小
坂
在
り
。
於
呂
部
村
於
呂
部
川
あ
り
。
此
処
ら
右
の

一
里
十
二

T

本
駄
二
白
●

1

十
六
文

軽

尻

白

四

十

七

文

夫
賃

H
十
一
文

二
里
十
五

T
三
十
間

）
内
は
箪
者
補
注
。
な
お
関
ー
葛
巻
ー
沼
宮
内
間
は
記
載
な
し
。

才
売
内
な
山
間
平
地
な
し
小
国
へ

本

一
里
十
五

r1二
十

間

軽
夫

五
十
二
文

三
十
五
文

二
十
六
文

一
里
六
丁
三
十
間

夫軽本

四
十
二
文

二
十
八
文

二
十
一
文

八
日
町
（
久
慈
）
な
下
戸
鎖
ヘ

夫軽本

八
十
四
文

五
十
六
文

四
十
二
文

十
六
里
二
丁
（
古
道
）
是
一
方
の
道
也

海
辺
ぢ
久
慈
八
日
町

古
（
道
）
＋
七
里
五
．
J
二
十
五
間

二
里
九
J
二
十
五
間

夫軽本

八
十
二
文

五
十
五
文

四
十
一
文

渋
民
駅
な
沼
・
げ
虫
内
迄

古
道
二
十
三
里
―

-J
五
卜
六
間

四
里
三

r五
卜
九
間

本

駄

百

八

十

二

文

軽

尻

白

：

十

二

文

夫

賃

八

十

九

文

古
道
二
十
七
里

:J四
十
1

ハ
間

四
里
二
十
七
丁
四
十
六
間

方
山
道
野
田
及
八
い
領
久
慈
村
へ
行
く
道
あ
り
。
府
金
人
口
に

（
一
里
塚
印
/

0

沼
宮
内
）
駅
を
出
て

（
一
里
塚
印
）
少
し
行
、
天
神
の
社
在
。
足
よ
り
神
（
御

か
れ
た
こ
と
が
図
示
し
記
述
さ
れ
て
い
る
。

（
江
戸
後
記
・
岩
手
県
立
図
書
館
蔵
）
の
序
説
に

・
夫
賃
―
二

0
文
と
記
さ
れ
て
あ
る
。

と
記
さ
れ
て
あ
る
。
な
お
、
文
化
五
年
八
月
稿
の
八
幡
通
代
官
所
所
持
「
道
中
記
」
に
は

沼
宮
内
よ
り
葛
巻
迄
の
屯
程
は
六
里
一
八

r二
六
間
、
本
駄
二
四
二
文
・
軽
尻
一
六

0
文

二
、
街
道
の
里
程
•
一
里
塚

久
慈
街
道
は
奥
州
街
道
か
ら
分
岐
す
る
領
内
脇
往
還
の
―
つ
で
あ
る
。
領
内
脇
街
道
の

里
程
は
小
本
助
兵
衛
「
宮
古
由
来
記
」
（
南
部
叢
書
第
一
冊
所
収
）
に
よ
れ
ば
、

「
寛
水
十
八
年
、
従
森
岡
被
仰
付
候
に
付
而
は
、
三
閉
伊
の
道
法
相
改
、
七
里
塚
築

立
申
候
様
に
被
仰
付
候
。
依
之
、
小
元
助
兵
衛
・
船
越
新
左
衛
門
両
人
、
三
閉
伊
道
法

相
改
、
四
拾
弐
丁
を
壱
里
と
定
め
、
七
里
詰
の
塚
を
築
立
中
候
。
宮
古
御
水
主

T
の
橋

の
左
右
に
槻
木
、
寛
永
二
十
年
に
植
」
、
と
あ
る
。

宮
古
街
道
の
一
里
塚
は
寛
永
二
十
年
以
降
、
六
町
一
里
制
に
よ
る
七
里
塚
の
設
潰
記
事

で
あ
る
。
宮
古
街
道
図
巻

「
官
相
伝
南
部
封
域
之
里
法
干
他
自
往
古
因
七
々
数
以
四
十
二
町
為
一
里
。
又
、
因
六
七

数
以
四
十
二
町
為
一
里
。
或
因
地
以
五
十
町
為
一
里
其
説
区
里
定
法
未
如
其
詳
也
。
是

故
今
以
四
十
九
町
之
割
為
田
舎
路
六
町
一
里
而
誌
焉
未
皆
倣
之

□

元
以
舟
六
町
為
一
里

者
本
朝
之
道
法
也
。
云
々
…
…
中
略
…
…
御
城
下
正
東
方
…
…

自
鍛
治
街
一
里
塚
東
至
築
川
行
程
凡
二
十
四
里
四
町
十
四
間
」

領
内
往
還
に
は
四
十
九
町
一
里
制
、
四
十
二
町
一
里
制
、
ま
た
五
十
町
一
里
制
の
古
制
の
存

在
を
示
唆
し
て
い
る
が
、
こ
の
盛
岡
御
城
下
か
ら
最
初
の
駅
所
で
あ
る
簗
川
ま
で
の
行
程

は
、
（
川
目
•
宇
曾
沢
•
水
沢
経
由
宮
古
新
街
道
）
ほ
ぼ
七
里
詰
四
十
二
町
一
里
制
で
塚
が
築

こ
う
し
た
現
存
資
料
等
か
ら
判
断
し
て
も
脇
街
道
の
四
二
町
制
の
原
則
は
久
慈
街
道
筋

に
も
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
山
形
村
関
地
内
に
は
七
里
塚
跡
の
地
名
が
残
っ

て
お
り
、
他
の
諸
往
還
に
つ
い
て
も
充
て
は
ま
る
制
度
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
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大
川
目
経
由
（
正
保
四
年
書
上
「
南
部
領
道
程
記
」
）

下
戸
鎖
白
い
峠
経
由
（
封
内
道
中
記
初
草
・
南
旧
秘
事
記

仝
右
（
御
勘
定
所

と
あ
っ
て
、
正
戸
前
期
の
往
還
と
江
戸
後
期
の
街
道
筋
と
で
は
約
六
里
の
距
離
差
が
あ
る
。

前
掲
一
、

の
正
保
期
書
上
「
南
部
領
道
程
記
」
を
見
る
と
、

此
内
川
壱
、
丹
藤
川
橋
長

t
三
間
、
巾

4

両
間
、
深
二
尺
。

坂
―
-
、
長
坂
二
十
町
、
掛
ノ
山
一
里
半
難
所
。

此
内
坂
一
、
川
一
在
。
馬
渕
川
広
三
間
、
深
五

寸
、
志
つ
か
山
弐
甲
難
所
雪
中
牛
馬
不
通
。

一
、
葛
巻
ヨ
リ
大
川
目
迄
・
六
里

此
間
山
続
。

一
、
野
田
ヨ
リ
大
川
目
迄
・
ニ
里

此
間
山
坂
川
二
在
。
野
田
川
広
一
間
、
深
五
寸
、

以
上
の
記
載
が
あ
っ
て
、
駅
所
沼
宮
内
か
ら
葛
巻
・
大
川
目

ル
ー
ト
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
沼
宮
内
葛
巻
間
の
難
所

は
止
戸
後
期
の
街
道
で
あ
る
黒
森
峠
越
え
ル
ー
ト
で
は
な
く
別

．
．
．
．
．
．
 

道
の
志
づ
か
山
越
え
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
里
塚
は
「
久
慈
街
道
」

そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
。
八
戸
藩
管
轄
絵
図
（
八
戸
市
小
井

田
家
本
）
に
も
一
里
塚
の
所
在
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
今
凹
の

調
査
で
確
認
さ
れ
た
の
は
、

第
二
表
久
慈
・
野
田
街
道
里
程
一
覧

三
、
二
九
里

0
九
町
二
五
間

御
城
下
ヨ
リ
諸
方

（
内
訳
、
第
二
表
参
照
）

「
内
史
略
」
本

二、

．． 

八
甲
七
．
—
-
四
町

゜

な
差
と
な
っ
て
い
る
。

． 
「
野
田
街
道
」

の
二
街
道
共
に

考
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
総
延
長
距
離
に
お
い
て
大
き

は
廃
道
と
な
っ
て
い
る
山
中
を
最
短
距
離
で
往
来
し
た
も
の
と

中
の
道
筋
は
現
在
残
っ
て
い
る
街
道
で
は
な
く
、
全
く
今
日
で

小
久
慈
川
広
四
間
、
深
二
尺
。

一
、
沼
宮
内
ヨ
リ
葛
巻
迄
・
七
里

一
、
盛
岡
ヨ
リ
沼
宮
内
迄
・
八
里

一
、
二
三
里

久
慈
街
道
・
野
田
街
道
の
里
程
（
盛
岡
ー
宇
部
間
）
は
、

そ
の
他
、
途

12 



文
内
（
八
．
I
巾
立
図
書
館
所
蔵
）

已
含
＂

）
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「
八
戸
藩
御
参
勤
御
道
中
八
帳
」

四
、
補

「
同
御
用
留
」
嘉
永
じ
年
寅
七
月
(
-
八
五
四

内
宇
部
・
山
根
町
分
）
は

L
り
方
同
指
ぷ
で

例
は
宇
部
力
向
へ
の
道
標
で
あ
っ
た
。

け
る
こ
と
が
出
米
る

地
内
・
第

7
凶
）
と
「
北
野
の
牧
」

「
同
月
一
二
日
卯
上

（
同
市
侍
浜
地
内
）
の
二
牧
が
存
在
し
た
。

稔
街
道
分
岐
点
所
介
の
道
標
か
り
取
新
の
査
料
で
あ
っ
た
。

な
お
、

道
標
の
指
示
方
向
に
つ

牧
「
二
崎
の
牧
」

東
西

,・,o町
余
・
南
北
干
＇
五
町
。

久
慈
市
：
二
崎
・
小
袖
爪
・
舘

11

所
在
）
が
最
古
の
も
の
で
あ
り
、
明
治
二
三
年
一

盛
岡
藩
は
古
未
、

馬
所
地
と
し
て
著
名
で
あ
る
。

野
田
通
管
内
に
は
盛
岡
藩
の
御
用
官

銘
の
あ
る
道
標
で
は
文
政
一
三
年
五
月

□

日

（
一
八
―
〖10
)建
立

（
久
慈
市
宇
部
町
長
坂

一
月
建
立
の
岩
手
町
の
陸
羽
街
道
と
久

い
て
み
る
と
、
久
慈
街
道
で
は
山
形
村
二
又
地
内
所
在
の
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
建
立

庚
申
塔
道
標
だ
け
が
占
宮
内
方
向
の
上
り
を
指
示
し
て
い
る
が
、
他
の
四
例
は
す
べ
て
久

慈
Jj
，
阿
の
．
卜
り
へ
の
道
標
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
野
田
街
道
筋
の
道
標
で
は
．
二
例
（
久
慈
市

に
、
本
来
八
戸
藩
に
お
け
る
参
勤
の
街
道
は
八
戸
1
観

久
慈
街
道
・
野
田
街
道
は
野
田
地
方
の
特
産
で
あ
る
塩
・
鉄
・
依
物
彿
産
物
（
「
御
領

分
産
物
At
ロ
上
眼
」
文
政
四
年
・
郷
上
史
叢
第
五
墾
昭
和
51)

等
の
輸
送
ル
ー
ト
と
し
て
通

称
「
塩
の
道
」

久
慈
街
道
は
恒
例
と
し
て
こ
の
馬
産
地
で
あ
る
野
田
代
自
所
管
内
の
産
馬
当
ニ
オ
駒
及

び
八
戸
藩
久
慈
諏
駒
と
共
に
御
城
ド
ヘ
の
ぼ
る
「
御
川
馬
往
米
の
道
」

（
「
南
部
馬
史
」
佐
藤
陽
次
郎
・
大
止

7
)
。

元
治
几
年
四
月
下
旬
か
ら
五
月
初
(
-
八
六
四
）
、
盛
岡
藩
主
南
部
利
刷
に
よ
る
領
内

沿
岸
巡
見
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
際
、
野
田
代
宜
所
御
仮
屋
に
二
旧
、

と
し
て
も
位
韻
づ

． 
「
鉄
の
道
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
は
固
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

h
晶
°
野
田
佑
逍
筋
で
四
店
と
都
合
九
枯
が
確
認
さ
れ
た
。

建
立
の
年
代
を
兄
る
と
紀
年

沿
直
に
残
る

11q坦
ー
叫
念
物
の
中
で
、
人
／

lul
の
凋
査
で
道
標
類
に
つ
い
て
は
久
慈
街
道
筋

三

、

道

標

に

つ

い

て

（二）

ー
叫
述
し
て
あ
る

3

都
合
大
箇
所
た
け
で
あ
っ
た
。
形
状
そ
の
他
、
叶
細
は
街
道
の
現
状
と
保
存
状
況
の
項
に

。

な
か
っ
た

以
上
「
野
田
街
道
」
分

さ
れ
て
い
る
。

久
慈
街
道
か
参
勤
交
代
街
道
と
し
て
利
用
さ
れ
た
事
例
は
外
に
確
認
出
米

9111
叫
．
甲
塚
（
久
を
巾
山
恨
町

Ii
い
鎖
，
1111
糾
地
内

悲

れ
て
い
る
。
以
卜
、
参
勤
り
列
は
中
常
の
其
州
佑
迅
を
南
卜
し
事
な
き
を
得
た
事
件
が
記
録

•• 1
ー

ー

「
久
慈
街
道
」
分

雅
儀
二
付
罪
陸
尺
共
江
御
手
竹
被
ド
」

と
特
別
胄
労
の
金

f
を
ド
賜
し
た
こ
と
が
注
よ
さ

寒
長
根
一
用
塚
（
へ
j

製
地
内

~
 対

ニ
悲

と
っ
て
、
同
夜
半
に
沼
宮
内
駅
に
到
着

(-tn)
。

途
中
、
葛
巻
椛
木
間
は
「
黒
森
峠
大

関

じ

里

塚

跡

（

仝

霜
畑
グ
ぷ
因
地
内

往
米
し
た
。
即
ち
、
八
い
か
ら
観
背
林
ー
伊
保
内
（
一
泊
）

ー
葛
巻

仕
食

合
戦
場
．
用
塚

九
戸
郡
山
形
村
布
削
字
合
戦
場
地
内

~
 
対

J t 

平
庭
：
用
塚

ノ‘ェ

J
刈
川
地
内

一
碁

椛
ノ
木
一
里
塚
（
岩
手
郡
葛
巻
町
字
椛
ノ
木
地
内

一
碁

音
林
1
福
岡
、
以
ド
奥
州
街
道
を
王
下
向
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

参
勤
時
節
に
大
水
害
の
た
め
、
奥
州
街
道
一
戸
町
の
橋
流
失
事
故
か
発
生
し
た
。
参
勤
日

程
の
変
更
は
許
さ
れ
ず
、
従
っ
て
急
拠
参
勤
ル
ー
ト
を
日
領
内
の
葛
巻
経
由
の
久
慈
街
道
を

の
コ
ー
ス
を

当
年
七
月
の

13 



と
記
さ
れ
て
あ
る

3

;

L

I

 .. 

nぷ」

／

ー

禾

＇

所
巧
を
定
め
て
い
る
。
御
小
休
1
1

休
息
●
茶
鋲
接
応
す
。

ぃl
t

者
‘
叫
甲
程
ー
小
道
制
。
御
立
場
—
御
加
馬
証
立
場
、
眺
望
良
い
場

で
は
、

葛
巻
・
岩
泉
そ
し
て
九
戸
方
血
宮
北
部
ふ
庁
帯
を
結
ぶ
重
要
な
経
済
ル
ー
ト
と
し

て
の
位
骰
‘
つ
け
さ
れ
て
い
だ
そ
の
磨
史
的
証
左
物
件
と
し
て
費
小
な
記
念
物
で
あ
る
。

ー
大
坊
峠
経
由
ー
葛
巻
ル
ー
ト
が
祈
た
に
開
発
整
備
さ
れ
た
、

明
治
：
・
-
十
年
代
後
半
期
ま

…
…
…
以
．
卜
岩
呆
ヘ

、
1
欠＂

牝
r
旧

道
分
岐
点
に
明
治
．
一
十
一
年
十
一
月
建

11
の
道
標
が
あ
る
。
時
代
は
新
し
い
か

,
'
]
 

人

]
1

』

J
L
'

，
 

,＇
L
 

‘‘、し、

1

御

仕

.

-

:

―

す

く

'
l

ー
夜
？
↑
•
安

I

月

で
は
こ
の
道
肋
を
「
椛
ノ
木
街
道
」

と
も
呼
ん
で
い
る
（
高
橋
調
介
員
翡
査
）
。

こ
の
国

:

L

I

-
．
ロ
モ

ギ
↑

ー

ー・
J

，
 

1
9
 

J
 

卸

け

9

,

 

新

II淑

Ill~ 

と
あ
っ
て
、
こ
の
区
間
は
殆
ん
と
J
戸
末
期
の
路
線
と
同
＾
の
ル
ー
ト
で
あ
る
。
地
厄

ljl_ 

程

御

4ヽ

休

岱

i/( 

鉄

lii 

q :̂~ 
サ

ー

川

輻
員
．
間
木
造
上
橋
。
叩
刀
冶
四
ト
ニ
年

--Il編

1
-
．
ロ
キ

•
\
、J

I

f

 

（で

趾

立

場

'~ 

和
佐
良
比
峠

心
里
じ
宮
佑
じ
町
四
十
じ
謡
凹
・
輻
平
均
じ
℃
間
（
注
葛
な
境
椛
ノ
木
ま
で
）
尼
呂
部
橋
ハ
長

1
.
＾
ロ
モ禾

（で

μ
,
f一
日

勿

征

¥
-
J

面

昂

且

f
糸
＇
・
ロ
メ

几
戸
郡
葛
な
村
二
通
ス
。
長

あ
る
。

因
に
詞
文
lt
ロ
に
よ
れ
ば

宇
部
本
陣
出
駕
後
の
動
籍
に
つ
い
て

；
し
、
↓
｝
ヽ

9
1
^
^
 

9
f
_
-
l
)
1
 

…
村
ノ
西
、
字
府
金
村
ニ
テ
函
舘
街
道
ヨ
リ
分
岐
シ

い
か
に
本
野
川
街
道
で
も
駕
籠

h
列
で
は
大
変
な
行
動
で
あ
っ
た
か
想
像
出
米
る
の
で

巡
見
道
の

1
程
翡
杏
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
本
報
古
甚
に
引
用
し
た
安
政
四
年
苫
ト

の
「
分
間
図
収
合
脹
」
及
び
「
同
路
程
絵
図
」
（
部
分
•
第9
.
8
1
図
）
は
そ
れ
で
あ
る

U

（
佐
藤
商
店
方
）

か
ら
右
へ
人
り
、
同
こ
一
地
刈
―
ニ
ー
一
地

内
（
い
卜
坂
ギ
IHJJ
方
）
現
畑
地
脇
で
拠
州
街
道
か
ら
分
岐
す
る
。

「岩

f
県
管
帖
地
ば
」
（
第

窮
内
一
0
地
割
―
〖1
0
1
 

余
の
地
点
で
分
岐
点
と
な
る
。

分
岐
点
の
位
四
は
現
国
道
四
号
線
に
沿
っ
た
同
町
大
字
j
J
I
n

た
事
を
物
沿
っ
て
い
る
)
な
お
、
こ
の
巡
兄
に
先
き
だ
ち
、
浜
佑
追
及
ひ
本
野
山
街
道
仙

第
加
隼
・
岩
手
県
教
育
委
員
会
昭
和
54

北
へ
向
か
い

沼
宮
内
二
屯
塚
か
ら
約
二
十
町

御
巡
兄
に
先
ぎ
立
ち
街
渭
仙
の
補
修
整
備
が
な
さ
れ
た
か
、
街
道
が
難
所
続
ぎ
で
あ
っ

一

、

岩

手

町

久
慈
街
直
は
輿
州
道
中
の
JJIn
窮
内
宿
駅
を
（
「
歴
史
の
道
調
査
報
告
内
・
其
州
道
中
」

陸
尺
・
御
小
道
日
パ
之
者
共
内
に
寸
ふ
金
が
ド
賜
さ
れ
て
い
る
。

御
供
出
柏
相
雅
候
ー
付
、

御
内
々
約
御
手
山
~
被
ド
（
同
卜
責
料

と
御
供
御
小
人
・
御

て
い
る
~

一
、
久
慈
街
道

賜
金
。
更
に
別
使
怖
く
御
内
々
巽
例
の
れ
と
し
て
御
陸
尺
な
と
に
仕
食
訂
旱
刀
金
を
授
与
し

街
姐
と
し
て
項
を
改
め
た
。

八
人
、
御
屈
心
パ
人
・
御
長
柄
御
小
道
具
之
者
ム
パ
几
人
・
御
陸
尺
：

JL
人
冗
々
多
数
に
ド

山
形
村
閃
地
内
の
角
掛
貼
分
岐
点
以
東
の
久
慈
市
宇
部
に
ぷ
じ
る
区
間
は
別
途
に

野
田

じ
f
片
い
之
川
一

、

、

)

，上， 

被
ド
漑
」
ぐ
と
あ
っ
て
、
御
先
仇
以
ド
の
晶
役
人
並
び
に
御
杵
弓
仙
之
者

料
の
謁
行
の
糾
果
、
八
い
藩

「
久
慈
道
」

と
し
て
の
性
格
か
惟
い
と
判
断
さ
れ
、
従
っ
て

あ
る
、
こ
の
折
、
安
ぷ
ル
ー
ト
が
、

「
格
別
帷
所
之
処
、
御
仇
出
梢
相
勤
保
二
付
御
内
々

巡
兄
御
川
砂
m
」
成
昌
臼
市
中
央
公
民
飴
所
蔵
と
あ
っ
て
、
木
野
田
伯
逍
を
通
っ
た
ー
心
録
が

也
店
凩
村
，
叫

11
御
立
符
。
巾
、
ド
刻
岩
泉
町
御
木
陣
御
'ili

「
：
•
閲
伊
洲
州
御

直
々
’
|
、
中
刻
卜
安
ぶ
村
安
人
郎
、
御
仕
御
本
陣
J

被
遊
御
行
。

詞
ド
刻
破
遊
御
発
加
応

刻
御
仮
州
御
木
神
御
発
加
心
印
爪
鉄
山
御
役
附
ヘ

小
休
後
、

且
吹
叫
~
働
方
被
遊
御
覧

あ
る

C

．
、
の
久
慈
街
直
に
つ
い
て
別
称
を
野
田
街
道
と
さ
れ
る
が
ル
ー
ト
及
び
関
係
資

本
編
て
取
り
あ
け
た
街
道
は

ヽ

.
、
久
稔
街
道
と
こ
、
野
田
街
道
の
一
部
に
つ
い
て
で

沿
道
の
現
状
と
保
存
状
況

14 



用
の
士
手
で
、
明
治
．
二
十
五
年
頃
の
築
造
と
い
わ
れ
る
。

部
落
に
出
る
。

道
路
の
両
側
に
は
高
さ

m
余
の
土
塁
が
延
々
と
続
い
て
い
る
。
こ
れ
は
馬
の
放
牧
営
理

（第

3
図
参
照
）
沼
宮
内

実
施
さ
れ
て
街
道
の
旧
状
は
失
な
わ
れ
た
。

こ
の
道
標
も
事
情
が
あ
っ
て
現
在
は
同
町
内
川
口
の
藤
沢
謙
吉
宅
に
移
設
保
存
さ
れ
て

昭
和
四
五
年
、
当
時
国
道
分
岐
点
付
近
か
ら
尼
呂
部
部
落
内
の
道
路
改
良
拡
幅
［
事
が

尾
呂
部
地
内
で
街
道
は
奥
州
街
道
（
第
13
図
）
か
ら
分
岐
し
て
い
た
。

明
治
四
年
岩
手
県
管
内
絵
図
（
盛
岡
市
中
央
公
民
館
所
蔵
）
に
尾
呂
部
一
里
塚
の
位
潰

が
記
さ
れ
て
い
る
。
図
中
に
「
此
ノ
塚
ヨ
リ
大
道
全
六

T
]

里
塚
地
点
か
ら
逆
算
す
る
と
該
当
の
尾
呂
部
一
里
塚
は
三
十
六
町
一
里
塚
と
な
る
。
高
橋

調
査
員
の
推
定
で
は
幼
稚
園
敷
地
内
と
も
推
定
し
て
い
る
が
今
回
の
調
査
で
は
判
定
し
か

ね
た
。
尼
呂
部
部
落
を
過
ぎ
道
筋
は
、
北
東
方
向
へ
約
五

0
0
m
ほ
ど
で
い
よ
い
よ
山
坂

道
に
か
A

る
。
こ
A

は
通
称
を
「
早
坂
そ
ね
」
と
呼
ば
れ
る
峠
道
で
あ
る
。
道
幅
約
↓

-
m
、

早
坂
峠
準
平
原
地
帯
ま
で
登
る
と
標
高
は
五

0
0
m
を
越
え
る
。
久
慈
街
道
と
国
道
分

岐
点
の
水
準
点
は
二
八
九
・
九
m
で
あ
っ
て
標
古
向
差
は
一

1
0
0
余
m
と
な
る
。
こ
の
長
谷

い
る
。

朽
木
林
部
落
を
過
ぎ
て
鈴
ノ
半
に
至
る
。
こ
の
鈴
ノ
平
は
広
大
な
平
坦
地
で
か
っ
て
は

が

ハ

は

こ

だ

て

迫

魚
澤
多
八
郎
＂
偉
・

碑現高

碑幅

厚さ

1, 20m 

1. 20 ni 

o.nm 

の
主
産
地
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
大
字
朽
木
林
地
内
と
な
る
。
大
半
は
畑
地
で
あ
る
が
、

晶
地
帯
は
開
田
さ
れ
て
い
る
。
街
道
は
そ
の
ま
;
農
道
と
し
て
利
用
、

い
る
。
こ
の
地
区
の
隼
会
所
（
字
朽
木
林
一
五
五
番
地
）
付
近
を
は
じ
め
沿
道
の
ニ
・
三

箇
所
に
俗
称
「
ベ
ゴ
ド
マ
リ
」

と
云
う
平
坦
場
が
あ
る
。
往
年
、
道
中
の
牛
方
が
牛
と
共

に
野
宿
し
た
と
こ
ろ
と
い
う
。
付
近
に
は

IR
水
が
流
れ
る
格
好
の
場
所
で
あ
る
。

朽
木
林
地
内
で
は
市
大
L
•

あ
ま
つ
：
み
と
い
う
二
つ
の
森
の
南
側
、
朽
木
林
山
ノ
神

（第

20
図
）
の
前
を
通
る
往
古
の
道
と
、
北
側
を
迂
luJ
す
る
道
筋
の
ニ
ル
ー
ト

手
の
街
道
筋
は
非
常
に
良
好
な
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
湿
地
帯
に
か
：
る
部
分
は

近
年
の
農
地
化
に
よ
る
開
田
に
よ
っ
て
改
変
滅
失
し
た
箇
所
が
多
い
。

雑
木
林
や
原
野
で
あ
っ
た
が
、
現
状
は
岩
手
県
行
造
林
地
鈴
ノ
乎
開
拓
地
で
、
大
規
模
営

農
地
に
開
発
さ
れ
て
い
る
。
街
道
は
幸
い
に
も
鈴
の
平
の
森
西
北
山
麓
に
広
が
る
追
林
地

帯
の
中
を
経
由
し
て
お
り
自
生
灌
木
が
繁
茂
し
て
歩
行
不
能
の
場
所
も
あ
る
が
、
道
筋
は

ほ
ゞ
完
全
な
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
地
域
の
開
発
幹
線
道
路
（
椛
ノ
木
ー
御

堂
水
堀
線
）
が
別
ル
ー
ト
で
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
旧
街
道
は
全
く
廃
道
と
化
し
た

た
め
で
あ
る
。

区
に
か
け
て
の
街
道
筋
に
接
し
た
付
近
は
、
県
行
政
区
の
岩
手
郡
岩
手
町
及
び
葛
巻
町
と

二
戸
郡
二
戸
町
と
の
境
界
地
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

iI戸
時
代
に
お
け
る
盛
岡
藩
と
八

戸
藩
の
領
境
地
帯
で
あ
り
、
メ
、
言
い
か
え
れ
ば
陸
中
国
と
陸
奥
と
の
境
界
線
で
も
あ
っ
た

c

さ
て
、
道
筋
は
馬
渕
川
の
支
流
で
あ
る
吉
ケ
沢
川
の
流
れ
に
沿
う
吉
ケ
沢
地
内
椛
ノ
木

こ
の
吉
ケ
沢
川
に
架
か
る
椛
ノ
木
橋
地
点
で
川
筋
の
北
側
が
一
一
戸
郡
一
戸
地
内
で
あ
り
、

こ
の
地
域
内
に
街
道
が
一
部
か

A

っ
て
い
る
。
久
慈
街
道
は
こ
：
を
右
折
し
て
吉
ケ
沢
川

な
お
、
こ
の
鈴
ノ
平
地
内
の
森
（
第
21
図
参
照
）

の
北
側
山
麓
か
ら
東
方
の
椛
ノ
木
地

が
あ
っ
て
、
こ
れ
は
約

•
五
k
m
ほ
ど
先
き
で
再
び
一
本
の
道
と
な
る
。
こ
の
付
近
の
山

森
図
示

一
部
は
残
存
し
て

地
付
近
一
帯
は
、
戦
後
の
大
規
模
農
地
開
拓
が
行
な
わ
れ
、

現
在
で
は
清
浄
高
原
野
菜
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結
果
、
久
慈
街
道
一
里
塚
と
判
明

「
椛
ノ
木
一
里
塚
」

第

23
図
）
が
そ
れ
で
あ
る
。

平
庭
峠
ま
で
）
、
幅
平
均
こ
間

岩
手
郡
噌
紅
内
ヨ
リ
本
郡
二
至
リ
九
戸
郡
二
通
ズ
長
五
里
三
十
五
町
三
十
五
間
、
（
注

に
所
在
し
た
明
治
ニ
ト
．
一
伍
＇
建
立
馬
頭
観
音
の
道
標
僅
か
に
一
甚
だ
け
で
あ
る
。
尼
呂
部

ー
椛
ノ
木
間
の
往
還
は
、
往
昔
に
お
い
て
は
殆
ん
ど
原
野
・
山
林
地
帯
で
あ
っ
て
人
口
稀

二

、

葛

巻

町

椛
ノ
木
部
落
。
寛
文
十
二
年
（
こ
ハ
じ
二
）
の
盛
岡
南
部
領
八
戸
藩
領
境
塚
築
立
絵
図
（

に
よ
れ
ば
、
同
所
地
名
は
「
釜
ノ
木
」

と
記
録
さ
れ
て
い
る

と
ゴ
叫
さ
れ
て
あ
る
。
占
ケ
八
川
は
水
源
を
黒
森
岳
に
発
し
、
街
道
に
沿
っ
て
流
れ
中
沢

川
、
更
に
．
口
早
八
の
八
水
を
合
流
し
て
椛
ノ
木
部
落
．
卜
流
で
宇
別
川
と
な
り
、
北
流
し
て

や
が
て
馬
渕
川
に
注
ぐ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
宇
別
川
の
ほ
ゞ
東
側
が
八
戸
藩
領
旧
九
戸
郡

葛
巻
地
内
で
あ
っ
て
、
西
方
の
一
戸
．

JJ

用
呂
内
が
盛
岡
領
域
で
あ
る
。

椛
ノ
木
橋
か
ら
左
折
し
て
北
上
す
れ
ば
、
宇
別
部
落
を
経
て
奥
中
山
に
達
し
旧
奥
州

街
道
筋
に
合
致
す
る
。
久
慈
街
道
は
右
折
し
て
ほ
ゞ
吉
ケ
沢
川
沿
い
に
東
に
進
み
黒
森
峠

さ
て
、
橋
か
ら
約

・
1
0
0
m
程
で
天
玉
堂
が
丘
の
上
に
あ
る
。
堂
祠
は
近
年
の
改
築
建

物
で
あ
る
が
、
境
内
に
嘉
水
三
年
(
-
八
五
O
l
七
月
十
五
日
よ
銘
の
牛
頭
天
王
•
菅
蒼
神

社
の
石
碑
が
あ
る
。
こ
の
天
玉
堂
裏
手
は
通
称
エ
ゾ
森
と
呼
ば
れ
る
場
所
で
、
現
在
公
葬

地
と
な
っ
て
い
る
が
そ
の
傍
ら
に
塚
一
基
が
あ
り
、
近
藤
調
査
委
員
に
よ
る
調
査
計
測
の

確
認
さ
れ
た
塚
は
一
甚
で
、
塚
の
規
模
は
塚
裾
幅
東
西
経
一
三
．

t
i
m
、
南
北
経
一
三
・

五

m
、
塚
現
高
一
・
八

m
。
塚
の
裾
周
り
四
二

m
で
あ
っ
て
、
永
年
の
間
、
塚
の
修
復
保

護
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
か
盛
上
が
流
失
し
て
大
部
扁
平
化
し
て
い
る
。
後
述
す
る
野
田
街

街
道
は
占
ケ
沢
小
中
学
校
裏
側
を
通
っ
て
い
る
。
吉
ケ
沢
川
の
湿
沢
地
を
避
け
丘
陵
の

つ
け
根
に
添
っ
て
山
合
い
の
道
を
滝
•
更
沢
部
落
に
至
る
。
こ
の
地
域
の
道
筋
は
概
ね
た

ど
る
こ
と
が
出
来
る
。
滝
部
落
か
ら
は
現
県
道
筋
と
同
じ
場
所
を
通
っ
て
お
り
道
路
改
修

更
沢
部
落
の
南
側
丘
陵
の
上
に
エ
ゾ
舘
と
呼
ぶ
濠
溝
を
め
ぐ
ら
す
小
規
模
の
舘
跡
を
確

吉
ケ
沢
ぱ
、
江
戸
時
代
か
ら
黒
森
峠
越
え
の
牛
宿
の
部
落
（
第

25
図
）
で
あ
る
。
即
ち
、

沼
宮
内
ー
吉
ケ
沢
ー
黒
森
峠
ー
葛
巻
の
往
還
は
雌
紐
な
黒
森
越
え
で
、
駄
付
は
牛
に
限
り
、

馬
は
不
適
だ
と
さ
れ
た
。
そ
こ
で
沼
宮
内
か
ら
吉
ケ
沢
間
は
馬
駄
付
で
も
可
能
で
あ
る
が

吉
ケ
沢
で
牛
の
背
を
借
り
て
越
え
た
の
で
あ
っ
た
。
八
戸
領
往
来
の
菫
要
な
継
立
場
に
な

っ
て
い
た
。
荷
物
の
附
替
え
交
換
場
所
で
あ
っ
た
。

こ
の
吉
ケ
沢
の
代
表
的
な
牛
宿
、
（
別
称
を
荷
宿
と
い
う
）
こ
れ
が
堀
田
家
（
当
主
徳
蔵

氏
）
で
あ
っ
て
、

か
っ
て
は
曲
り
家
建
築
の
大
ぎ
な
家
屋
で
あ
っ
た
が
惜
し
い
こ
と
に
近

年
全
向
改
築
に
よ
っ
て
往
時
の
面
影
は
全
く
失
な
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
僅
か
に
屋
敷
近
く

に
蒼
前
の
小
固
が
往
時
の
ま

A

祀
ら
れ
て
あ
る

像
・
奉
納
小
絵
馬
（
安
水
1
文
化
文
政
期
前
後
）
棟
札
等
が
保
存
さ
れ
て
あ
る
。
最
近
の

詢
形
社
の
奉
納
額
も
あ
っ
て
、
牛
馬
守
護
を
祈
念
し
て
い
る
。
な
お
、
分
家
の
芳
田
芳
太

吉
ケ
沢
地
内
の
県
道
は
、
現
在
拡
幅
改
修
［
事
が
進
捗
中
で
あ
り
、
こ
れ
に
伴
な
い
旧

道
の
面
影
は
殆
ん
と
失
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
先
の
道
は
益
々
山
坂
道
と
な
っ
て
吉
ケ
爪

新
田
地
内
で
人
家
は
皆
無
と
な
る
。
こ
の
新
田
か
ら
峠
ま
で
は
約
四
km
ほ
ど
の
行
程
で
、

ま
さ
に
、
明
治
初
期
の
三
等
県
道
指
定
当
時
の
ま
、
の
状
態
で
旧
街
道
の
面
影
が
残
っ
て
お

郎
家
も
伯
を
勤
め
た
と
伝
え
て
い
る
。

ヘ
ぷ
十
る
街
道
筋
と
な
る
。
県
道
黒
森
・
其
中
山
線
で
あ
る
。

内
と
な
る
。
前
記
「
岩
手
県
管
轄
地
誌
」

第
．

0
巻
ヒ
）
に
、

岩
手
町
鈴
ノ
中
か
ら
の
久
慈
街
道
ル
ー
ト
は
椛
ノ
木
橋
を
渡
っ
て
北
西
側
が
葛
巻
町
地

第
3
1
図
）
。

（第
27
図）。

忍
し
た
。

''" 
"
 

盛
岡
市
中
央
公
民
館
所
蔵

御
堂
に
は
二
体
の
蒼
前
神

に
よ
っ
て
街
道
の
原
形
は
な
く
拡
幅
整
備
さ
れ
て
い
る
。

薄
、
分
岐
す
る
主
要
道
は
皆
無
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

道
白
石
峠
一
里
塚
に
相
似
す
る
。

岩
手
町
地
内
に
お
け
る
久
慈
街
道
に
係
わ
る
石
造
記
念
物
は
今

lul
の
調
査
で
は
、

沿
い
に
東
の
方
へ
と
続
く
。

起
点
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さ
て
、
通
称
「
カ
ゴ
た
て
場
」

か
ら
黒
森
山

に
達
す
る
。
驚
い
た
こ

規
模
な
構
築
で
あ
る
が
詳
細
は
未
報
告
で
あ
る
。

一
部
歩
行
可
能
な
場
所
も
あ
る
。

り
、
中
馬
の
利
用
は
殆
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
山
道
と
な
る
地
点
に
岩
手
県
盛
岡

t

「
全
中
通
行
止
●
路
線
名
県
道
葛

登
山
道
の

r度
1
程
に
あ
た
る
雑
木
林
中
の
小
黒
森
付
近
の
急
坂
な
部
分
は
改
修
取
付

道
が
あ
っ
て
、
こ
の
区
間
の
約
丘

0
0
m
ほ
ど
は
旧
道
が
完
全
に
残
っ
て
い
る
。
小
黒
森

峠
筋
を
過
ぎ
る
と
樹
林
は
抜
け
て
与
心
に
眺
望
が
ひ
ら
け
て
く
る
。
こ
の
九
瀬
ノ
爪
及
が
案

内
爪
の
脊
稜
は
北
上
山
地
特
有
の
小
平
原
帯
と
な
っ
て
一
面
の
芝
原
或
は
笹
や
小
灌
木
、

松
樹
等
が
点
在
す
る
景
勝
の
地
帯
と
な
る
。
こ
う
し
た
緩
や
か
な
稜
線
や
肩
の
部
分
を
街

道
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
途
中
で
「
カ
ゴ
た
て
場
」
と
呼
ぶ
場
所
が
あ
っ
た
。
小
憩
の
場

案
内
沢
の
街
道
か
ら
分
岐
し
た
古
道
が
あ
る
。
沢
筋
沿
い
に
ド
っ
て
い
る
。
こ
の
道
を

辿
り
約
八
k
m
ド
降
し
て
葛
巻
町
平
船
（
県
道
小
島
谷
線
上
）
に
出
て
久
慈
街
道
に
再
び
合
致

し
、
四
k
m
で
葛
巻
宿
に
達
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
道
は
正
式
の
街
道
筋
で
は
な
い
が

牛
方
の
道
と
し
て
活
用
さ
れ
た
ル
ー
ト
で
あ
ろ
う
こ
と
は
理
解
出
来
る
。

と
な
っ
て
い
た
名
残
り
の
地
名
で
あ
ろ
う
。

（
九
四
四
•
―-
m
)

あ
た
る
と
こ
ろ
を
大
き
く
東
側
方
向
へ
迂
回
し
、
こ
の
間
約
八

0
0
m
は
良
く
保
存
さ
れ

た
道
筋
が
続
き
街
道
の
項
上
地
点
で
あ
る
峠
（
標
高
じ
八
じ

m)

と
に
こ
の
地
点
で
県
道
の
閉
鎖
柵
が
あ
っ
て
通
行
止
と
な
っ
て
い
る
。

峠
の
前
面
は
絶
壁
と
も
云
え
る
急
峻
そ
の
も
の
で
原
生
林
の
斜
面
で
あ
る
。
街
道
は
殆

ん
ど
直
角
に
左
側
急
斜
面
に
沿
っ
た
開
堅
道
で
あ
っ
て
大
変
な
坂
道
で
あ
る
。
こ
の
先
の

踏
査
は
大
変
難
儀
な
も
の
で
あ
っ
た
。
道
筋
は
荊
棘
・
雑
木
が
繁
茂
し
約
―

1
0
0
mほ
ど

急
傾
斜
の
道
筋
を
確
詔
し
た
。
こ
の
先
は
更
に
急
な
曲
折
し
た
坂
道
で
、
通
称
「
四
卜
八
曲

り
」
を
黒
森
沢
冶
い
に
下
る
こ
と
と
な
る
。
今
次
調
査
で
は
折
悪
し
く
降
雨
後
の
危
険
な

状
態
で
あ
り
ド
降
出
来
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
逆
に
葛
巻
側
の
小
屋
畑
•
水
石
か
ら
の
登
攀

と
大
き
く
迂
回
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
園
道

I

I

八
一
号
線
沿
い
の
水

LI
部
落
は
、
小
屋

畑
部
落
と
接
し
て
黒
森
橋
の
前
が
旧
街
道
と
の
分
岐
点
で
あ
る
。
葛
巻
か
ら
の
街
道
は
山

形
川
の
左
岸
を
通
っ
て
お
り
、
現
国
道
は
こ
の
川
を
挟
ん
だ
右
摩
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
旧
街
道
は
開
発
の
手
か
ら
ま
ぬ
が
れ
て
随
所
に

4
戸
期
の
道
筋
が
残
さ
れ
て
い
る
。

小
屋
畑
及
び
水
口
部
落
は
現
在
数
戸
の
民
家
が
あ
る
が
、
前
記
の
吉
ケ
沢
部
洛
と
同
様

に
黒
森
峠
越
え
の
足
溜
り
場
と
し
て
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
た
。
街
道
は
山
形
川
に

そ
そ
ぐ
黒
森
収
の
沢
沿
い
に
左
右
に
渡
歩
し
な
が
ら
急
な
坂
道
を
遡
る
。
登
る
こ
と
約
一
、

―
▲
-
k
m
、
標
高
に
し
て
ほ
ゞ
五

0
0
m。
水
口
の
起
点
と
の
標
高
差
は
既
に
―

1
0
0
m
に
達

す
る
。
こ
の
先
の
道
筋
は
沢
川
の
氾
濫
で
硫
廃
著
し
く
、
大
小
の
岩
塊
が
往
路
を
ふ
さ
ぎ
、

流
倒
木
や
周
囲
に
灌
木
が
繁
茂
し
て
い
る
。
調
査
時
は
折
か
ら
の
増
水
に
よ
っ
て
急
峻
な

道
筋
は
ぷ
七
る
と
こ
ろ
川
と
な
っ
て
い
た
。
辛
う
じ
て
右
沢
合
流
点
ま
で
は
確
認
し
た
。
街

道
筋
は
左
側
の
黒
森
沢
を
登
る
が
深
い
谷
で
こ
れ
以
卜
の
登
り
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。

田
家
本
）

に
黒
森
峠
越
え
に
つ
い
て
「
難
所
・
・
一
里
の
間
、
雪
中
牛
馬
不
通
」
と
注
記
さ

れ
て
あ
る
。
前
掲
補
記
一
の
と
お
り
、
嘉
永
七
年
(
-
八
五
一
―
)
七
月
の
こ
と
、
八
戸
藩
主

参
勤
交
代
の
行
列
が
、
道
中
一
戸
町
水
害
の
た
め
、
参
勤
ル
ー
ト
を
領
内
の
伊
保
内
・
葛
巻

経
由
に
変
更
し
て
こ
の
難
所
黒
森
越
え
の
道
筋
を
と
っ
て
い
る
。

が
残
っ
て
い
る
（
前
掲
文
書
・
八
戸
市
立
図
書
館
所
蔵
）
。

森
越
え
で
あ
る
。

水
1
1
か
ら
五
葉
窪
ー
赤
石
野
ー
田
代
橋
間
の
街
道
は
山
形
川
左
岸
沿
い
に
そ
の
ま
：
下

っ
て
行
く
。

赤
石
野
地
内
の
対
岸
丘
陵
に
中
川
の
舘
跡
が
あ
り
通
称
を
「
和
野
沢
舘
」

と
称
す
。
大

田
代
橋
は
国
道
二
八
一
号
線
か
ら
分
岐
し
た
県
道
小
島
谷
線
に
架
し
た
橋
で
あ
る
。
街

難
像
の
程
が
し
の
ば
れ
る
黒

葛
巻
宿
昼
刻
出
立
。
黒
森
山
中
降
雨
大
難
儀
の
末
、
夜
八
刻
冶
宮
内
到
着
。
し
た
記
録

の
西
北
側
の
肩
部
に

巻
安
代
線
・
区
間
黒
森
峠
ー
水
石
間
（
注
葛
巻
町
水
伍
、

木
事
務
所
の
掲
示
板
が
設
固
さ
れ
て
い
る
。
文
血
に
、

従
っ
て
項
上
部
ま
で
の
約
八

0
0
m
区
間
は
未
調
査
で
あ
る
。

「
南
部
領
惣
絵
図
」

」
黒
森
峠
ま
で
は
何
ん
と
か
シ
ー
プ
で
あ
れ
ば
登
山
可
能
で
あ
る
。

国
道
パ
一
線
分
岐
点
ま
で

を
試
み
た
。
水
口
に
至
る
に
は
再
び
吉
ケ
沢
に
下
山
し
、

（吉

土
谷
川
経
由
で
約
三
五
k
m
ほ
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藤
氏

多
分
こ
の
角
筋
が
町
木
戸
跡

「
細
越
の
道
」
を
下
り
葛
巻
の
市
街
地
で
あ
る
城
内
小
路
LJ
に
出
る
。

鳥
居
が
建
っ
て
い
る

裏
と
大
明
神
か
ら
な
っ
て
い
る
。
几
戸
時
代
に
は
八
戸
藩
の
軽
米
代
官
所
管
轄
に
属
し
て

い
て
、
藩
の
御
仮
屋
葛
巻
御
蔵
も
あ
っ
て
久
慈
•
野
田
街
道
筋
第
一
の
大
き
な
宿
場
町
で

あ
っ
た
。
ま
た
往
昔
、
中
祉
末
は
葛
巻
氏
支
配
の
葛
巻
城
城
ド
町
で
あ
っ
た
。

な
お
、
新
町
以
東
の
市
街
地
は
明
治
以
降
新
街
道
筋
の
開
発
整
備
に
伴
な
っ
て
発
展
し

た
地
域
の
町
並
で
あ
る
。
近
藤
調
査
員
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
葛
巻
町
内
に
は
城
内
屋
（
近

・
造
酒
屋
（
遠
藤
氏
）

1
1
下
町
。
大
黒
屋
酒
造
屋
・
名
主
検
断
兼
職
1
1
中
町
。
上

酒
屋
几
戸
屋
新
兵
衛
1
1
新
町
な
ど
の
姦
商
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
但
し
、
葛
巻
の
町

は
再
二
の
火
災
、
特
に
明
治
三
八
年
一
―
一
月
二
六
日
の
大
火
で
往
時
の
宿
場
ら
し
い
面
影

は
一
変
し
、
特
に
最
近
は
町
の
都
市
化
整
備
が
目
立
っ
て
進
ん
で
い
る
。
藩
の
御
蔵
•
御

仮
屋
等
の
所
在
跡
等
も
確
認
出
来
な
か
っ
た
。
街
道
は
こ
の
下
町
・
中
町
を
経
て
現
在

町
の
中
心
で
あ
る
新
町
地
内
の
国
鉄
バ
ス
葛
巻
営
業
所
葛
巻
駅
脇
か
ら
小
路
を
町
裏
通
り

に
出
る
（
国
道
二
八
一
号
線
は
新
道
を
直
進
し
て
い
る
）
＇

で
あ
っ
た
ろ
う
。
大
明
神
の
神
田
川
原
で
外
川
へ
の
道
を
分
岐
し
馬
渕
川
沿
い
に
直
進
し

て
田
野
沢
茶
屋
場
に
至
り
、
こ
こ
で
元
町
川
の
落
合
近
く
の
場
所
を
渉
り

iI
刈
地
区
の
四

日
市
地
内
で
江
刈
・
門
・
岩
泉
へ
の
道
（
現
国
道
三
四

0
号
線
）
を
分
岐
す
る
（
第
45
図
）
。

（第
41
図）。

岩
瀬
張
か
ら
北
は
現
国
道
と
正
刈
川
沿
い
に
密
着
し
旧
道
筋
は
残
っ
て
い
な
い
。

的
良
い
保
存
状
態
に
あ
る
。

っ
て
い
る
。

寄
進
者

1
0名
の
連
銘
が
あ
る
。

左

ノ‘

八

戸

久

慈

長亥宮八と
之久

松江治助馬

葛
巻
の
市
街
部
は
下
町
・
中
町
、

そ
れ
に
新
町
・
町

な
お

J

'

に
八
幡
社
の

正

面庚

申

右
側
面

右

ハ

裏

側

長

之
門

治
松

之

松

治
留
之
助

塔

天
保
六
年
五
月
六
日

11
原
ま
で
続
い
て
い
る
。

|
＇
 

）
の
間
の
道
筋
は
比
較
的
よ
く
残
っ
て
い
る
（
第

3
8
.
4
0
図）。

越
え
し
馬
渕
川
右
岸
を
堀
内
に
進
み
、

現
国
道
を
横
断
、

街
道
は
川
沿
い
に
田
子
部
落
鴨

名
残
り
と
伝
え
て
い
る
。

今
度
は
馬
渕
川
沿
い
に
上
流
に
の
ぼ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
対
岸
砂
子
部
落
へ
再
び
川

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
に
改
築
さ
れ
て
い
る
。
街
道
は
こ
の
丘
の
麓
を
北
東
に
迂
回
し
、

道
は
こ
の
橋
詰
で
卜
記
の
道
を
分
岐
し
、

の
落
合
部
分
で
渡
渉
し
雷
電
神
社
の
丘

（第

37
図）

約
二

0
0
mド
流
の
現
在
の
馬
渕
川
と
山
形
川

に
つ
き
当
る
。
雷
電
神
社
に
は
犬
止

―
一
年
(
-
五
八
三
）
葛
巻
城
主
藤
原
政
祐
の
社
堂
寄
進
の
棟
札
が
あ
っ
た
。
現
社
堂
は

田
子
は
旧
葛
巻
の
元
村
と
伝
え
ら
れ
、
現
在
住
宅
地
と
な
っ
て
い
る
が
南
裏
山
は
八
幡

舘
跡
で
あ
る
。
山
麓
に
沿
っ
て
街
道
が
残
っ
て
お
り
、
八
幡
宮
の
参
道
で
も
あ
る
。
通
称

茶
屋
場
は
往
時
に
川
原
も
の
・
遊
興
地
の
名
残
り
の
場
所
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
は

住
宅
地
と
化
し
つ
、
あ
る
。
ま
た
四
日
市
及
び
江
刈
五
日
市
及
び
元
町
等
は
中
胤
地
名
の

四
日
市
（
葛
巻
町
第
六
地
割
―
―
二
八
ー
四
）
地
内
で
匡
道
ー
ニ
四

0
号
線
を
分
岐
し
元
町

川
沿
い
に
上
流
に
進
む
。
こ
の
元
町
部
落
の

t
の
方
で
伊
保
内
・
八
戸
道
を
分
岐
す
る
。

こ
の
分
岐
点
に
は
も
と
一
基
の
庚
申
塔
の
道
標
（
第

47
図
）
が
あ
っ
た
。

現
在
、
こ
の
道
標
は
新
道
改
修
に
伴
な
い
沢
口
地
内
の
新
分
岐
点
に
移
設
保
存
（
昭
和

四
九
年
一
月
一
日
付
葛
巻
町
文
化
財
指
定
）
さ
れ
て
い
る
。

沢
口
部
落
の
西
方
に
望
む
丘
陵
は
中
世
舘
跡
「
葛
巻
館
」

で
あ
る
。
現
在
は
山
林
と
な

街
道
は
漸
次
坂
道
と
な
っ
て
真
藤
子
・
柳
岡
部
落
を
経
て
平
庭
峠
に
向
っ
て
北
上
す
る
。

な
お
、
国
道
二
八
一
号
線
は

iI
刈
川
の
右
岸
に
あ
っ
て
街
道
筋
と
は
別
道
と
な
っ
て
い
る
，

従
っ
て
こ
の
地
区
の
街
道
跡
は
一
部
農
地
等
開
発
で
破
壊
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
比
較

馬
凩
川
・
元
町
川
こ
の
両
河
川
の
合
流
点
は
通
称
を
落
合
と
い
う
名
が
あ
る
。
前
記
の

道
二
八
一
号
線
部
分

し
た
新
道
で
あ
る
。

そ
れ
以
前
は
上
記
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
い
た
。

）
の
分
岐
点
か
ら
大
明
神
間
の
国
道
は
明
治
：

t

-

六
年
、

新
小
本
街
道
と
し
て
開
通
（
国

18 



線
で
あ
る
。

三

、

山

形

村

久
慈
街
逍
は
平
庭
峠
の
標
高
八
じ
五
m
！
八
二
五
m
ラ
イ
ン
を
通
過
し
て
い
る
。
標
高

峠
か
ら
北
東
方
向
に
街
道
は
ド
山
道
と
な
る
。

こ
の
峠
の
尼
恨
筋
が
山
形
村
と
の
境
界

''. 0
 m
 

ニ
四

•
O
m
 

塚
は
ほ
ゞ
完
形
の
ま
：
保
存
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
塚
地
点
か
ら
街
道
は
ほ
‘
ゞ

が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

ヽ

し
か
し

q

気
に
標
高
約
八
じ
仕

m
付
近
の
峠
越
え
の
道
を
登
り

詰
め
る
。
主
字
の
平
庭
岳

(
^
0五
九
・
八

m)

は
峠
の
東
卜
方
へ
更
に
約
九

0
0
m
を

登
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
峠
は
＾
J
度
平
庭
岳
の
訂
部
の
場
所
の

It恨
線
卜
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
登
山
道
の
斜
向
は
中
腹
ま
で
は
白
樺
官
雑
木
樹
林
帯
で
、
峠
近
く
な
っ
て
一
面

芝
原
で
レ
ン
ケ
ソ
ソ
シ
群
生
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
―

-̂0年
代
ま
で
は
牛
馬
の
自
然

放
牧
地
で
あ
っ
た
。
眺
望
絶
屎
、
西
方
に
は
岩
手
山
・
姫
神
山
。
北
方
に
は
折
爪
岳
か
ら

遠
く
八
甲
田
の
連
峯
が
望
ま
れ
る
。
北
上
山
地
の
代
表
的
準
平
原
帯
と
し
て
昭
和
ニ
ト
六

年
九
月
、
岩
手
県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
、
現
在
散
策
路
・
キ
ャ
ン
プ
場
等
の
諸
施
設

一
部
、
牧
野
改
良
及
び
こ
の
開
発
に
よ
っ
て
街
道
筋
が

輻
域
を
も
っ
て
往
＊
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
但
し
、
平
庭
峠
往
来
に
あ

っ
て
は
鹿
角
街
逍
の
じ
時
雨
峠
道
よ
り
坂
道
部
分
の
道
筋
が
比
較
的
判
然
と
し
た
ル
ー
ト

峠
か
ら
ド
る
こ
と
約
几
五

0
m
地
点
の
現
在
村
宮
キ
ャ
ン
プ
場
の
あ
る
脇
の
爪
合
い
に

「
ベ
コ
ト
マ
リ
場
」
が
あ
る
。
明
治
期
ま
で
は
多
く
の
牛
方
が
仮
旧
し
た
場
所
と
し
て
知

ら
れ
、

Ile
目
の
水
飲
み
木
舟
が
半
ば
上
中
に
埋
っ
て
残
っ
て
い
る
。
貴
重
な
交
通
民
俗
資
料

山
形
村
地
内
の
峠
か
ら
約
ー
―
-km
ほ
ど
下
っ
た
霜
畑
の
字
合
戦
場
（
第
一
地
割
ニ
ー
一
）

地
内
に
「
合
戦
場
[
里
塚
」
が

□

刈
保
存
さ
れ
て
い
る
(
第

5
3
i
6
0
ご

＾
日
付
、

塚
東
西
裾
幅

山
形
村
史
跡
指
定
と
な
っ
て
い
る
。

合
戦
場
一
里
塚
の
規
模五

O
•
O

m
 

―
―
一
・
七
m

五
O
•
O

rn 

両
塚
の
頂
間
距
離
は
一
七
・
七
m
、
両
塚
裾
間
距
離
は
五
•
O
m
で
あ
る
。
久
慈
街
道

筋
で
残
存
す
る
一
里
塚
と
し
て
は
最
大
規
模
の
も
の
で
あ
る
。
塚
卜
及
び
周
域
に
は
カ
ラ

松
等
か
植
林
さ
れ
て
い
る
が
、
雑
草
等
は
刈
り
払
わ
れ
、
指
定
標
柱
も
設
漑
さ
れ
て
い
て

村
の
保
護
処
潰
は
実
に
良
く
配
慮
さ
れ
て
い
だ
。

な
お
、
こ
の
街
道
筋
に
県
道
葛
巻
•
野
田
線
が
通
っ
て
い
る
が
、
こ
の
合
戦
場
か
ら
平

庭
峠
間
の
渓
谷
沿
い
に
通
る
街
道
筋
は
概
ね
辿
る
こ
と
が
出
来
る
。
た
だ
、

破
壊
さ
れ
て
い
る
の
も
北
実
で
あ
る
。

塚
裾
固
域

塚

高

が
読
み
と
れ
た
。

四

•
O
m
 

―ニ・ヒ
m

四
．

0
m

一
部
は
新
道

北
塚

南
塚

―-
H
 

昭
和
五
四
年

で
あ
る
。

塚
裾
周
り

塚

1:::.'1 

塚
南
北
裾
幅

じ
．

0
m

塚
東
西
裾
輻

ヽ
l

•'n ¥
 

，
 

ー
ー

塚
の
規
模
を
心
す
と

川
よ
り

k
方
／
几
五

0
m
地
点
所
在

「
平
庭
．
里
塚
」

第

n
．
立
図
）
で
あ
る
。

四
六
集
）
と
同
様
に
周
域
に
日
標
物
件
が
あ
っ
て
兄
通
し
の
き
く
よ
う
な
山
腹
で
は
或
る

地
内
に
[
屯
塚
が
残
つ
て
い
る
o

現
川
道
＾
．
八
＾
＂
り
線
中
庭
峠
ド

1

四
五

0
m
、
同
止
刈

で
も
鹿
角
街
直
の
じ
時
雨
山
通
（
「
歴
史
の
道
調
在
報
告
上9
•

鹿
角
街
道
」
県
報
告
苫
第

4
刈
川
部
落
を
過
ぎ
て
現
川
道
が
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
す
る
地
点
の
北
側
、
通
称
塚
ノ
沢

は
確
定
出
来
な
い
。
或
る
巾
を
も
っ
て
判
断
す
る
必
要
か
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
峠

。
スー
ヽ

た
と
し

ま
た
「
牛
ど
ま
り
場
」
（
牛
方
野
宿
場
）
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
年
中
原
箪
生
地
帯
の
行
稜
部
分
に
あ
っ
て
は
街
道
と
し
て
往
米
の
道
筋
痕
跡

途
中
の
松
川
原
と
呼
ば
れ
る
中
坦
地
が
あ
っ
て
、

戦
前
ま
で
付
近
に
松
並
木
も
残
っ
て
い

に
お
い
て
は
胄
街
道
全
区
間
に
つ
い
て
も
最
高
位
地
点
で
あ
る
（
第
訊
•
5
4門
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。索ぷ目
ヤ
ン
ぐ
H

゜

倉
は
塩
蔵
と
記
し
て
あ
る
。

（
建
坪
八
七
•
五
坪
）

と
い
え
よ
う
。

道ガ

苗
べ

忍4Lク

申

碑現高

碑幅

嘉
永
七
レ
オ

．
一
又
調
査
員
に
よ
れ
ば
、
山
形
村
所
在
の
現
存
最
古
の
庚
申
塔
で
あ
る
と
い
う
。

関
地
内
ま
で
の
ル
ー
ト
は
県
道
改
良
上
事
に
よ
っ
て
面
影
は
大
部
失
な
わ
れ
て
い
て
一

部
街
道
が
残
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
関
の
町
筋
入
口
の
二
又
川
に
架
橋
さ
れ
た
上
ノ
橋

を
渡
っ
た
と
こ
ろ
に
番
所
跡
が
あ
る
。
現
在
は
民
家
宅
地
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
関
地
内

l.Om 

0. 51 m 

及
び
農
業
改
良

I
事
等
で
若
干
は
損
壊
さ
れ
て
い
る
が
比
較
的
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
る

合
戦
場
一
里
塚
地
点
か
ら
約
―
k
m
ほ
ど
下
っ
た
馬
寄
平
地
内
に
馬
場
憲
也
家
（
第
63
図）

が
あ
る
。
主
屋
は
南
部
曲
り
家
建
築
の
典
型
的
な
構
え
で
あ
る
。
母
屋
は
一
部
二
階
造
り

で
、
茅
葺
小
屋
・
ニ
階
造
り
木
造
柾
葺
板
倉
（
二
三
•
五
坪
）
、

そ
れ
に
稗
ム
ロ
等
が
付
属
し
て
い
る
。
同
家
に
残
る
「
萬
覚
帳
」

る
と
、
馬
場
家
は
沿
岸
部
と
内
陸
部
を
結
ぶ
交
換
場
（
宿
）
と
し
て
の
役
割
を
は
た
し
た

家
で
、
塩
を
は
じ
め
鉄
・
穀
類
・
雑
貨
等
の
交
易
場
で
あ
り
荷
宿
・
中
継
で
あ
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
交
通
史
跡
と
し
て
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。
な
お
、
明
治
六
年
の
建
築
で
あ
る
板

倉
は
、
野
田
村
教
育
委
員
会
編
「
野
田
塩
・
ベ
コ
の
道
」

馬
寄
平
か
ら
更
に
二
又
川
沿
い
に
下
流
に
向
っ
て
約
―
k
m
ほ
ど
下
り
、
茅
野
川
と
の
落

合
い
近
く
に
北
へ
の
山
道
分
岐
点
が
あ
り
、
こ
A

に
嘉
永
七
年
(
-
八
五
四
）
記
銘
の
庚

申
塔
一
基
が
建
っ
て
あ
る
。
こ
れ
は
関
か
ら
平
庭
方
面
へ
の
道
標
で
あ
る
（
第
62
図）

U

（
昭
和
56
年
）
に
馬
場
家
の
板

（
安
政
年
間
起
）
に
よ

反
｀
〗

1

,

1
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は
江
戸
時
代
の
野
田
通
り
・
久
慈
通
り
、
そ
し
て
川
井
通
り
往
還
の
分
岐
点
で
あ
っ
て
、

か
っ
て
は
茂
市
・
岩
泉
そ
し
て
葛
巻
と
共
に
北
奥
北
上
山
地
中
に
あ
っ
て
は
交
通
の
要
衝

で
あ
っ
た
。
藩
の
制
札
場
が
潰
か
れ
た
場
所
で
関
の
地
名
も
理
解
出
未
る
も
の
が
あ
る
。

明
治
前
期
ま
で
は
村
行
政
そ
し
て
商
業
経
済
交
流
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。
町
並
に
充
分
そ

の
名
残
り
を
感
じ
る
も
の
が
あ
る
。

久
慈
街
道
筋
は
県
道
と
離
れ
て
関
の
中
心
部
を
通
ら
ず
、
番
所
跡
の
脇
か
ら
す
ぐ
農
地

の
中
を
東
方
に
進
ん
だ
。
現
在
は
そ
の
道
筋
は
残
っ
て
お
ら
な
い
。
こ
の
地
内
の
佐
々
木

武
司
・
金
子
利
武
氏
共
有
の
雑
草
地
を
「
七
里
塚
跡
」

と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
付
近
だ
け

ポ
ッ
ン
と
荒
地
に
な
っ
て
残
っ
て
い
た
。
現
状
は
平
坦
で
塚
跡
の
痕
跡
は
全
く
な
い
。
合

戦
場
一
里
塚
地
点
か
ら
旧
街
道
筋
の
距
離
は
約
五
・
六
k
m
の
位
躍
で
あ
る
。

こ
A

か
ら
の
道
筋
は
遠
別
川
を
渉
っ
て
山
坂
道
と
な
る
。
こ
れ
が
角
掛
峠
道
で
あ
る
。

現
在
県
道
葛
巻
・
野
田
線
が
立
派
に
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
沢
合
い
に
旧
街
道
の
道

筋
が
部
分
的
に
残
っ
て
い
る
。
前
記
の
関
番
所
跡
か
ら
約
一
・
六
k
m
程
登
っ
た
地
点
の
県

道
左
脇
の
草
生
地
に
幕
末
の
元
治
元
年
(
-
八
六
四
）
に
建
立
さ
れ
た
庚
申
塔
・
道
標
が

と
野
田
街
道
と
の
分
岐
点
に
安
潰
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
県
道
の
改
修
整
備
工
事

こ
の
分
岐
点
は
、
久
慈
街
道
か
ら
い
わ
ゆ
る
「
塩
の
道
」

と
俗
称
さ
れ
て
い
る
小
国
1

木
売
内
そ
し
て
ド
戸
鎖
経
由
の
野
田
街
道
、
小
峠
方
面
に
至
る
街
道
分
岐
点
で
あ
り
、
こ

こ
に
所
在
す
る
庚
申
塔
は
貴
重
な
交
通
史
跡
に
関
す
る
記
念
物
件
で
あ
る
。

に
よ
っ
て
現
在
の
場
所
に
移
転
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

保
存
さ
れ
て
い
る
（
第
69
図
）
。

元
米
は
現
存
地
の
約
八

0
m
ほ
ど
下
の
方
の
久
慈
街
道
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根
山

（第

71
図
）
。

塚
は
北
塚
・
南
塚
の
左
右
一
対
が
村
の
教
育
委
員
会
の
手
で

文
字
不
詳

（
左
側
面
）

元
治
元
甲
子
年

五
月
十
五
日

ま
た
、
こ
の
道
標
の
建
立
が
峠
を
は
さ
ん
だ
旧
関
村
と
小
国
村
住
民
の
共
同
講
中
で
設

置
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
当
時
の
地
域
文
化
、
経
済
交
流
の
様
子
を
伺
い
知
る
資

こ
の
分
岐
点
か
ら
久
慈
街
道
は
相
当
の
坂
道
と
な
る
。
角
掛
峠
ま
で
の
道
筋
は
県
道
改

修
工
事
に
よ
っ
て
ピ
ン
カ
ー
ブ
の
自
動
車
道
が
整
備
さ
れ
た
た
め
断
続
し
て
は
い
る
が
残

角
掛
峠
か
ら
先
き
の
街
道
は
北
方
に
伸
び
る
準
平
原
帯
の
尾
根
部
分
を
長
谷
地
、
寒
長

の
東
南
側
を
迂
回
し
て
す
、
む
。
途
中
、
小
国
の
岡
沢
部
落
か

（
標
高
七
一
八

m)

ら
霜
畑
の
類
瀬
へ
の
横
断
す
る
道
路
と
交
叉
し
て
い
る
。
寒
長
根
山
項
上
部
か
ら
ほ
ゞ
東

南
方
向
へ
直
線
で
約
五

0
0
m
の
街
道
地
点
に
一
里
塚
が
残
っ
て
い
る
。

塚
」
で
あ
る

高
四
五

0
m
)

「
寒
長
根
一
里

調
査
確
認
さ
れ
て
い
る
。
南
塚
は
高
さ
ニ
・
三
m
、
東
西
裾
径
―
ニ
・
七
m
で
あ
っ
て
国

有
林
内
に
あ
る
。
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
。
街
道
は
こ
の
先
を
久
慈
市
と
山
形
村
の
境

界
線
の
背
稜
平
原
帯
を
深
田
金
山
・
大
石
・
目
移
山
、
そ
し
て
夕
向
峠
の
西
側
地
点
（
標

で
久
慈
市
域
に
入
る
。
こ
の
区
間
の
道
筋
約
五
・
八

km
は
樹
林
が
主
で
、

と
い
え
る
。

濫
低
地
を
さ
け
て
現
国
道
よ
り
南
側
の
山
手
を
通
っ
て
い
る
。

一
部
は
開
発
行
為
の
宅
地

り
部
分
は
比
較
的
良
く
道
筋
が
残
っ
て
い
る
。

料
と
し
て
も
そ
の
価
値
は
高
い
。

小
国

（背

面

関

安
全

川
又
久
治

川
原
已

馬
場

小
固

~
 

寅

と
き
に
草
原
状
と
な
っ
て
い
る
場
所
も
あ
る
が
概
ね
保
存
状
態
は
良
く
、
街
辿
と
し
て
の

四

、

久

慈

市

タ
向
峠
（
標
高
約
四
六

0
m
)
道
か
ら
荒
津
前
へ
至
る
背
稜
年
平
原
地
を
進
み
、
更
に

水
無
付
近
ま
で
は
道
筋
が
良
く
残
っ
て
い
る
。
途
中
、
荒
津
前
地
内
で
長
内
1
根
井
ー
滝

部
落
経
由
の
、

い
わ
ゆ
る
長
内
渓
流
沿
い
小
久
慈
に
至
る
ル
ー
ト
を
分
岐
し
て
い
る
。

大
川
目
砂
子
地
内
の
道
路
は
改
修
さ
れ
た
新
道
と
な
っ
て
い
る
。

社
が
あ
る
。
現
在
の
堂
宇
は
昭
和
三
五
年
の
改
築
で
あ
る
が
、
由
緒
あ
る
蒼
前
社
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
。
参
道
の
古
老
松
は
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
。
街
道
は
社
前
の
急
な
坂
道

を
下
り
、
現
在
の
新
道
と
わ
か
れ
て
北
に
出
て
砂
子
の
森
（
標
高
―
二
九

m)

の
北
麓
を

遠
く
迂
回
し
久
慈
川
沿
い
に
平
坦
地
ま
で
下
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
先
は
楽
な
道
程
で
あ
る
。

砂
子
部
落
ま
で
の
道
筋
は
現
在
造
林
や
農
地
等
に
化
し
て
歩
行
不
能
と
な
っ
て
い
る
。

大
川
目
の
中
心
、
砂
子
ー
三
日
町
地
内
は
横
沢
田
酒
店
前
で
国
道
を
左
手
に
分
岐
し
新

町
が
発
達
し
て
い
る
が
、
近
年
更
に
新
国
道
二
八
一
号
線
の
バ
イ
パ
ス
の
切
替
え
が
完
成
．

し
、
こ
の
地
域
の
車
輛
等
の
往
来
は
少
な
く
落
着
い
た
宿
場
的
風
情
を
と
り
戻
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
先
、
久
慈
市
街
へ
の
道
筋
は
一
部
国
道
上
と
一
致
す
る
が
、
こ
の
大
川
目
か
ら

中
小
路
•
生
出
町
1

川
貫
西
の
沢
第
六
地
割
二

0
番
地
内
へ
至
る
区
間
は
、
久
慈
川
の
氾

造
成
等
に
よ
っ
て
現
状
変
更
と
な
っ
た
場
所
も
あ
る
が
道
筋
は
非
常
に
良
く
残
っ
て
い
る

現
国
道
と
旧
街
道
と
の
分
岐
点
で
も
あ
る
三
日
町
地
内
に
大

IREB
を
越
え
小
久
慈
に
至

る
道
が
あ
る
。

こ
の
大
川
目
か
ら
長
内
へ
の
道
筋
は
古
い
歴
史
的
な
意
味
を
も
つ
重
要
な
道
で
あ
っ
た

ろ
う
。
恐
ら
く
は
野
田
ル
ー
ト
ヘ
の
古
い
脇
街
道
と
し
て
理
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

川
貫
地
内
を
経
て
街
道
は
国
道
二
八
一
号
線
上
と
な
っ
て
久
慈
市
街
に
入
る
。
従
っ
て
こ

J

の
街
道
筋
に
駒
形

面
影
を
残
し
て
い
る
。

（
右
側
面
）
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地
に
入
っ
て
い
く
。
安
政
四
年
(
-
八
五
七
）
の

の
区
内
は
全
く
街
道
と
し
て
は
面
影
は
な
い
。

市
内
の
荒
町
二
地
割
一
八
番
地
所
在
の
栃
内
徳
雄
宅
わ
き
で
、
北
方
向
へ
の
小
路
の
角

が
久
慈
街
道
と
浜
街
道
と
の
分
岐
点
（
第
7
6
.
7
7
図
）
で
あ
る
。
こ
の
付
近
は
国
道
筋
の

荒
町
を
は
じ
め
、
久
慈
市
街
地
の
街
路
は
久
慈
市
の
都
市
計
画
並
び
に
国
道
改
修
整
備
事

に
よ
っ
て
立
派
に
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
往
時
の
面
影
は
全
く
な
い
。

な
お
、
久
慈
野
田
街
道
は
こ
の
先
き
浜
街
道
と
合
致
し
て
国
道
を
は
ず
れ
、
長
福
寺
右

ド
に
所
在
し
た
八
戸
藩
の
久
慈
官
所
前
通
り
（
現
久
慈
市
中
町
一
ー
四
六
ー
四
）
に
至
り
、

そ
れ
か
ら
宇
部
野
田
街
道
と
し
て
宿
場
町
久
慈
市
街
地
を
通
過
し
長
内
川
を
渡
渉
す
る
。

そ
し
て
再
び
浜
街
道
か
ら
分
岐
し
盛
岡
藩
領
に
入
り
、
宇
部
所
在
の
野
田
通
代
官
所
前
に

至
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
久
慈
市
街
の
浜
街
道
筋
に
つ
い
て
は
歴
史
の
道
調
査
報
告
「
浜
街
道
調
査
報

告
書
」
県
報
告
書
第
76
集
（
昭
和
56
年
）
に
拠
り
、
下
長
内
小
屋
畑
川
浜
街
道
分
岐
点
か

ら
先
方
は
本
来
は
野
田
街
道
で
あ
る
が
、
便
宜
上
久
慈
街
道
に
包
括
し
て
報
告
す
る
。

浜
街
道
か
ら
久
慈
側
の
野
田
街
道
筋
の
分
岐
点
は
久
慈
市
長
内
町
第
ニ
一
地
割
六
五
番

地
の
二
で
あ
る
。
こ
れ
は
盛
岡
領
内
絵
図
並
び
に
野
田
通
代
官
所
管
内
絵
図
（
元
文
年
間
）

に
も
「
八
戸
道
」
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
て
、
浜
街
道
と
は
別
ル
ー
ト
で
あ
っ
て
、
ほ
ゞ
小

屋
畑
川
に
沿
っ
て
南
方
へ
遡
り
、
野
田
峠
を
越
え
て
宇
部
に
出
る
街
道
で
あ
る
。

道
筋
は
小
屋
畑
川
右
岸
に
沿
っ
て
上
流
に
の
ぼ
る
山
道
と
な
る
。
小
屋
畑
部
落
の
上
手

で
街
道
は
左
岸
に
越
え
て
現
国
道
四
五
号
線
と
合
致
す
る
。
こ
の
小
屋
畑
地
内
の
道
筋
は

大
部
住
宅
地
と
し
て
開
発
が
進
ん
で
い
る
が
街
道
の
面
影
は
ま
だ
多
分
に
残
っ
て
い
る
。

街
道
は
須
合
内
で
国
道
ラ
イ
ン
か
ら
東
の
方
ヘ
一
た
ん
分
岐
し
、
山
手
を
登
り
野
田
峠
に

至
る
。
こ
の
区
間
の
街
道
は
部
分
的
で
は
あ
る
が
、
現
在
で
も
道
筋
が
若
干
残
っ
て
い
る
。

峠
か
ら
南
へ
向
っ
て
の
下
り
道
は
再
び
現
国
道
と
交
叉
し
つ
ふ
子
部
地
内
の
町
筋
の
平
坦

「
海
陸
分
間
図
取
台
帳
絵
図
」

（
盛
岡
市

゜

ニ
の
峠
を
「
卯
坂
峠
」
と
呼
ん
で
い
る
。

中
央
公
民
館
所
蔵
）
に
よ
れ
ば
（
第
8
0
.
8
1
図
）
、
つ
な
ぎ
川
を
渉
っ
て
町
並
通
り
に
出
て
野

田
代
官
所
前
の
野
田
川
に
加
木
か
る
橋
詰
で
本
野
田
街
道
と
合
致
し
て
い
る
。

こ
の
地
点
で
久
慈
経
由
野
田
街
道
は
終
点
と
な
っ
て
い
る
。

に
つ
い
て
は
別
記
野
田
街
道
の
項
に
記
述
し
た
。

二
、
野
田
街
道

一
、
山
形
村

な
お
、

宇
部
地
内
の
街
道

久
慈
街
道
筋
か
ら
分
岐
す
る
野
田
街
道
は
、
八
戸
藩
の
御
番
所
が
あ
っ
た
関
地
内
の
角

掛
峠
登
り
道
に
あ
る
。
そ
の
場
所
は
御
番
所
跡
か
ら
約
一
・
五
k
m
ほ
ど
の
ぼ
っ
た
地
点
で

あ
る
。
こ
の
分
岐
点
に
元
治
元
年
(
-
八
六
四
）
建
立
に
か
こ
⇔
庚
申
塔
道
標
（
上
記
久

慈
街
道
の
項
参
照
）
が
そ
の
地
点
を
明
示
し
て
い
る
。
角
掛
峠
か
ら
の
下
り
道
は
県
道
と

は
別
ル
ー
ト
で
右
手
の
山
中
を
下
る
。
こ
の
道
筋
は
残
っ
て
い
る
。
水
無
川
を
越
え
再
び

の
北
か
ら
東
側
へ
の
山
腹
を
迂
回
し
上
小
国
の
部
落
に

上
小
国
の
森
（
標
高
五
二
五

m)

出
る
。
街
道
は
小
国
川
を
越
え
て
か
ら
は
東
方
に
伸
び
る
現
在
の
県
道
沿
い
に
進
み
ま
た

峠
道
と
な
る
。
全
長
ニ
・
三
k
m
の
道
程
で
あ
る
。

こ
の
区
間
の
道
は
余
り
判
然
と
し
な
い
。
峠
か
ら
東
の
卯
坂
部
落
へ
の
坂
道
は
全
く
県

道
か
ら
は
づ
れ
た
急
な
坂
道
で
、
通
称
を
十
二
曲
り
坂
と
呼
ぶ
難
所
で
あ
る
が
、
道
筋
は

残
っ
て
い
る
。
坂
を
下
っ
て
こ
A

で
再
び
県
道
上
と
一
緒
に
な
っ
て
伸
び
て
い
る
。
途
中

は
内
間
木
洞
（
昭
和
四
一
年
三
月
県
指
定
天
然
記
念
物
）
の
内
間
木
川
の
流
れ
を
合
せ
た

葛
形
沢
の
渓
谷
沿
い
に
街
道
は
下
流
の
木
売
内
葛
形
に
向
っ
て
下
る
。
こ
の
中
間
点
が
久

慈
市
と
山
形
村
の
境
界
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
境
界
線
が
江
戸
時
代
の
い
わ
ゆ
る
八
戸
藩

（
山
形
村
分
）
と
盛
岡
南
部
領
野
田
代
官
所
管
内
の
木
売
内
村
の
藩
境
で
も
あ
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
街
道
の
設
定
を
上
小
国
か
ら
東
方
へ
、
卯
坂
峠
ー
葛
形
ー
浅
子
沢

ー
木
売
内
ー
橋
場
1
下
戸
鎖
の
ル
ー
ト
を
調
べ
た
が
、
前
掲
の
野
田
代
官
所
絵
図
（
第

95

図
参
照
）
に
よ
れ
ば
、
江
戸
中
期
の
ル
ー
ト
は
直
接
に
上
小
国
部
落
の
上
手
奥
か
ら
卯
坂
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0
馬
継
所

る
と

残
っ
て
い
る
（
第

9
6
.
9
7
.
9
8
)
。

久
慈
市
教
委
の
手
で
調
査
計
測
さ
れ
た
資
料
に
よ

民
戸
六
十
三
軒
゜

（
此
内
七
軒
葛
形
・
ニ
十
軒
村
井
・
ト
六
軒
橋
場
不
保
礼
羅
。

木
売
内
村

高
四
十
二
石
六
斗
余

封
内
郷
村
誌
巻
五

巾
三

Ocm
（
年
代
不
詳
）
。

「
西
は
せ
き
村
・
東

ほ
そ
の
・
北

」
こ
の
道
中
唯
一
の
四
方
案
内
の
道
標
で
あ
る
。
こ
の
木
売
内
に
は
盛
岡
藩
の
制
札
場
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
野
田
街
道
の
馬
継
所
が
讃
か
れ
た
場
所
で
も
あ
る
。

（
南
部
家
本
）
に
、

と
あ
っ
て
寛
政
年
中
で
は
盛
岡
領
内
野
田
街
道
途
次
の
中
で
は
ド
戸
鎖
村
三
六
軒
に
次
い

峠
の
上
に
一
里
塚
が
確
認
さ
れ
た
。
白
石
峠
の
新
県
道
は
峠
の
旧
街
道
を
断
ち
き
っ
て

の
た
・
南

木
売
内

峠
に
は
か
：
り
ず
に
沢
づ
た
い
に
通
じ
て
い
る
。
途
中
か
ら
北
の
方
の
通
称
「
ど
ん
ぶ
森

」
（
標
高
七
三
三
•
五

m
)
の
項
上
北
方
肩
約
四

0
0

m
付
近
の
峠
を
越
え
て
、
そ
の
ま

；
直
接
に
木
売
内
部
落
へ
到
達
す
る
道
筋
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
後
述
す
る

木
売
内
地
内
所
在
の
三
界
萬
霊
供
養
塔
の
道
標
に
も
木
売
内
か
ら
関
へ
と
指
示
し
て
あ
り
、

そ
の
事
実
を
裏
書
し
て
い
る
。

今
次
調
査
の
ル
ー
ト
は
上
記
の
絵
図
に
は
全
く
記
載
さ
れ
て
お
ら
な
い
。
従
っ
て
或
は

二

、

久

慈

市

卯
坂
峠
を
下
っ
て
道
筋
は
南
側
に
千
足
・
細
野
へ
の
小
径
を
分
岐
す
る
。
こ
の
先
の
地

名
を
「
あ
け
俵
」
と
呼
ぶ
や
こ
仏
い
平
坦
地
が
あ
る
。
か
っ
て
牛
方
達
が
荷
交
換
し
た
と

こ
ろ
と
語
り
伝
え
て
い
る
。
塩
の
道
・
ベ
こ
の
道
と
呼
ば
れ
て
い
る
野
田
街
道
ら
し
い
名

残
り
で
あ
る
。

さ
て
木
売
内
旧
学
校
（
廃
校
）
跡
の
前
か
ら
街
道
は
北
西
に
折
れ
再
び
沢
合
い
の
上
り

道
と
な
り
、
浅
小
沢
か
ら
丘
陵
帯
を
越
え
て
木
売
内
の
元
部
落
に
至
る
。
こ
の
区
間
の
道

こ
の
街
道
の
上
方
の
分
岐
点
に
三
界
萬
霊
塔
の
四
方
道
標
が
あ
る
。
高
さ
一

•
O
m
、

で
多
か
っ
た
。
現
在
、
部
落
に
残
る
畠
山
宏
郎
家
に
伝
馬
継
立
所
公
印
及
び
盛
岡
藩
番
所

判
鑑
符
（
写
二
紙
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
交
通
史
資
料
と
し
て
貴
菫
な
資
料
で
あ
る
。

橋
場
入
口
に
念
仏
供
養
塔
一
基
が
あ
る
が
記
年
銘
等
詳
細
は
読
み
と
れ
な
か
っ
た
。

橋
場
か
ら
は
丘
陵
（
標
古
向
四
八
四

m)
北
側
の
保
礼
羅
部
落
を
見
下
す
裏
手
の
山
腹
を
迂

国
し
て
下
戸
鎖
に
至
る
。
こ
の
下
戸
鎖
の
入
口
の
坂
を
通
称
ニ
ワ
ト
リ
坂
と
い

A

、
こ
の

前
後
の
道
筋
は
芙
事
に
残
っ
て
い
る
し
、
全
体
的
に
木
売
内
ー
下
戸
鎖
間
の
街
道
は
難
儀

な
急
坂
地
帯
の
連
続
で
あ
る
が
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

下
戸
鎖
部
落
の
向
い
山
に
舘
跡
が
あ
る
。
中
世
、
伊
藤
某
の
居
舘
と
伝
え
ら
れ
る
が
詳

ら
か
で
な
い
。
こ
の
下
戸
鎖
は
長
内
川
の
本
流
に
そ
っ
た
町
で
、
野
田
道
中
筋
に
あ
っ
て

は
大
き
な
町
並
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
藩
の
制
札
場
と
馬
継
所
が
謹
か
れ
て
い
た
所
で

あ
る
が
、
現
在
そ
の
跡
地
は
不
詳
で
あ
っ
た
。
下
戸
鎖
は
、
本
編
の
関
ー
宇
部
ル
ー
ト
の

単
な
る
中
継
地
と
し
て
ば
か
り
で
は
な
く
、
八
戸
藩
領
の
大
川
目
•
長
内
久
慈
へ
の
道
が

二
里
―
二

T
で
（
本
駄
賃
八
十
四
文
、
軽
尻
五
十
六
文
、
夫
貨
四
十
二
文

の
ル
ー
ト
。
ま
た
、
長
内
川
の
上
流
の
玉
沢
•
上
戸
鎖
を
経
て
岩
泉
へ
至
る

（
第
9
4
.
9
6
図
）
男
●
女
和
佐
羅
比
山
ル
ー
ト
に
合
流
す
る
そ
の
十
字
路
と
し
て
経
済
交

流
の
要
衝
で
あ
っ
た
。
ま
た
野
田
通
諸
鉄
山
の
開
発
と
か
：
わ
り
合
っ
て
か
っ
て
は
大
変

賑
わ
っ
た
宿
場
で
あ
っ
た
。
市
街
地
を
川
沿
い
に
王
沢
・
岩
泉
道
を
上
流
に
向
っ
て
進
み
、

町
の
ほ
ゞ
中
心
部

r字
路
を
東
方
に
入
る
。
こ
れ
が
白
石
峠
道
で
あ
る
。
急
な
渓
谷
沿
い

筋
は
残
っ
て
い
る
が
か
な
り
の
難
所
道
で
あ
る
。

開
発
が
お
く
れ
た
新
道
と
解
さ
れ
る
ル
ー
ト
で
あ
ろ
う
か
。

の
登
り
道
で
あ
る
。
県
道
は
屈
曲
の
連
続
、
こ
の
新
道
の
整
備
改
修
工
事
で
街
道
の
所
々

が
断
絶
し
て
い
る
。
全
山
深
い
密
生
樹
林
帯
の
中
を
通
じ
て
い
る
が
、
沢
里
調
査
員
に
よ

れ
ば
、
道
筋
は
良
く
保
存
さ
れ
て
い
る
が
現
在
は
歩
行
不
可
能
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

大
き
く
切
通
し
と
し
た
が
幸
運
に
も
―
里
塚
は
無
事
に

T
度
新
道
の
両
側
に
一
基
づ
、
保

存
さ
れ
て
い
た
。
北
塚
は
現
県
道
路
面
と
同
一
レ
ベ
ル
で
あ
る
が
、
南
塚
は
斜
面
山
手
に

」
に
よ
る
）

「
封
内
道
中
記
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へ
の
道
と
な
る
。

J

の
「
右
ド
＇
戸
鎖
」
は
、
関
ー
葛
巻
ル
ー
ト
で
あ
り

点
で
あ
る
。

「
左
上
戸
鎮
」
ル
ー
ト
は
岩
泉

白

11
峠
を
越
え
た
東
側
の
ド
り
道
は
、
宇
部
川
の
源
流
で
あ
る
ナ
メ
リ
沢
に
沿
っ
て
主

に
右
岸
を
通
り
、
現
県
道
筋
の
ナ
メ
リ
爪
橋
の
南
側
で
合
致
し
て
い
る
。
県
道
は
左
岸
に

設
漑
さ
れ
て
い
る
。
街
道
の
道
筋
は
部
分
的
に
残
っ
て
い
る
。
途
中
の
北
側
の
山
に
は
通

称
小
倉
鉄
山
跡
が
あ
り
、
こ

A

で
小
峠
に
至
る
。
こ
の
区
間
は
県
道
と
．
致
し
て
い
る
。

こ
の
小
峠
地
点
は
岩
泉
ー
安
家
ー
上
戸
鎮
ー
小
峠
ー
宇
部
へ
の
本
野
田
街
道
の
道
筋
上

・
一
月
田

――

-P' 

こ。t
 絵

図
に
よ
る
と
こ
の
宇
部
川
に
加
木
か
る
橋
は
現
在
の
橋
よ
り
＇
右

F
ド
流
に
位
謹
し
て
い

み
、
和
野
橋

昭
和
18
年
竣

L
)
を
渡
っ
て
野
田
代
宜
所
前
に
到
達
す
る
も
の
で
あ
る
。

和
野
の
街
道
筋
は
滝
ノ
爪
川
の
低
地
に
沿
っ
た
部
落
内
を
通
り
、
宇
部
川
の
右
岸
を
進

で
あ
っ
て
、
葛
巻
ー
関
ー
ド
戸
鎖
ル
ー
ト
の

「
塩
の
道
」

と
し
て
の
野
田
街
道
の
分
岐
終

現
在
、
宇
部
町
小
倉
駒
形
神
社
境
内
に
、
も
と
ド
ナ
メ
リ
の
こ
の
小
峠
分
岐
点
に
あ
っ

た
文
政
一

-q-
（
一
八
―

'10)
年
六
月
建
立
の
道
標
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

こ
、
か
ら
の
街
道
は
前
掲
の
安
政
四
年
「
街
道
分
間
取
調
台
帳
絵
図
」
に
明
記
さ
れ
た

ル
ー
ト
で
も
あ
る
。
即
ち
、
街
道
は
野
田
村
と
久
慈
市
の
境
界
線
で
あ
る
。
ナ
メ
リ
沢
の

川
を
北
に
越
え
、
ふ
谷
に
沿
っ
た
丘
陵
頂
部
の
久
慈
市
宇
部
町
域
内
を
下
流
に
向
っ
て
長

坂
部
落
ま
で

F
っ
て
い
る
。
こ
の
道
筋
は
良
く
残
っ
て
い
る
。
長
沢
か
ら
和
野
の
区
間
の

こ
の
建
立
者
で
あ
る
宇
部
の
立
仙
に
つ
い
て
の
詳
し
い
資
料
は
未
兄
で
あ
る
。

前
掲
の
管
轄
地
誌
（
第

10
け
巻
之
二
）
宇
部
村
道
路
の
項
を
抄
録
す
る
と
、

宇
部
街
道
…
…
•
卜
．
／
鎖
ヨ
リ
米
リ
長
ニ
ト
ニ
町
＋
し
間
。
…
…
本
村
ノ
西
ガ
字
滝
ノ

爪
ニ
テ
．
一
条
会
合
シ
字
宇
部
二
至
テ
浜
街
道
二
合
ス
・
長
．
里

0
五
町
二
十
九
間
。
輻

（
宇
部
町
並
の
道
幅
）
。
…
…

と
あ
っ
て
こ
の
道
筋
を
云
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
安
政
四
年
「
海
陸
分
間
図
取
台
帳
絵

.
1
.
l
 

イ

イ
d
'
t
5
 

,

1

 

ー 39. 5 n1 

15. 6rn 

長
坂
か
ら
和
野
の
中
間
付
近
の
街
道
脇
草
む
ら
の
中
に
横
惰
し
に
な
っ
て
い
る
道
標
が

部
立
仙
」

と
記
さ
れ
、
高
さ
じ
六

c
m、
巾
；
＾
九
•
五

C
mの
道
標
で
あ
り
、
ま
た
和
野
地
内

ま
で
ド
っ
た
滝
ノ
爪
分
岐
点
に
も
庚
申
塔
の
道
標
が
あ
る
。

宇
祁
立
仙

文
政
ャ
戸
寄

五ギ＇よ

応

tき
0

沢

庚

？

さ

l

た
A
V
ざ
り

三
日
サ
一

8

あ
る
。

4• 

「
右
山
み
ち
・
左
と
く
さ
り
・
文
政
卜
：
一
年
(
-
八

・-O)
五

月

打

・

オ

し
、
項
部
は
盛

L
か
点
失
し
て
扁
中
化
し
て
い
る
。

ン
プ
場
前
に
も
オ
ノ
神
が
祀
ら
れ
て
あ
る
。

例
ー
鹿
角
街
道
新
町
一
里
塚
同
謁
査
報
告

。

召
L
I
4
)

H
u

禾
3

南
塚
は
急
斜
面
に
接
し
て
所
在

陸
分
間
図
取
台
脹
図
」

に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
長
坂
の

1
水
道
ホ

山
手
側
の
南
塚
は
極
端
に
小
規
模
で
あ
る
が
、
他
に
例
も
あ
っ
て
特
別
で
は
な
い

、ギ
1

、
‘‘ー

」
の
街
道
端
に
オ
ノ
神
を
祀
っ
た
積
み
塚
が
残
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
前
褐
友
政
四
年
「
海

塚

出

•
八
m

0
・ヒ
m

こ
の
途
中
、
小
峠
か
ら
約
じ

0
0
m
ほ
と
ド
っ
た
地
点
の
」
・
ぶ
馬
が
の
通
称

塚
裾
部
直
径

八

•
O
m
 

九
•
八
m

壊
し
て
い
る
場
所
も
あ
る
。

北

塚

南

塚

逍
筋
も
比
較
的
よ
く
残
っ
て
い
る
。

．
、し
一

•
ノ

り
切
り

「

I

部
は
農
地
及
ひ

di直
の
改
修
路
祝

t
ぐ
担
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」一

「

IB

と
呼
び
、

長
さ
r
日
間
の
町
割
に
出
来
て
い
る
。

こ
の
町
並
の
中
程
東
側
に
武
家
屋

制
札
場
の
位
平
直
か
ら
街
道
は
ほ
ゞ
束
南
方
向
に
真
直
ぐ
な
宇
部
の
町
が
続
く
。

通
称
を

家
の
屋
敷
が
一
軒
残
っ
て
い
る
。

じ
二
間
（
約
―
―

・10
m
余
）
、
川
沿
い
に
下
っ
た
地
点
で
東
に
直
折
し
て
ヒ
ニ
間
の
地
点

で
道
は
右
手
に
ま
が
っ
て
い
る
。
こ
の
地
点
が
史
跡
の
制
札
場
跡
で
あ
る
。
こ
の
川
沿
い

約
―
―
^
10 m
程
の
道
筋
は
現
在
、
宅
地
内
及
び
河
川
敷
で
通
行
不
能
で
あ
る
。
こ
の
七
ニ

間

xじ
二
間
内
に
屋
敷
割
さ
れ
た
武
家
屋
敷
の
一
部
が
あ
っ
た
。
又
、
対
岸
も
同
様
の
武

家
屋
敷
が
あ
り
も
っ
と
ド
手
ま
で
続
い
て
い
た
。
現
在
天
保
期
の
建
築
と
い
う
小
田
半
輔

集
・
昭
和

51
刊）

久
慈
八
日
町
ル
ー
ト
が
記
載
さ
れ
て
あ
る
。

付
記

こ‘°
t
し

嘉
永
七
年
(
-
八
五
四
）
長
沢
盛
至
著
「
御
領
内
絵
図
」

詳
細
は
「
歴
史
の
道
」
調
査
報
告
「
浜
街
道
」

（
郷
上
史
叢
第
三

の
野
田
通
代
宜
所
管
内
図
に
よ
れ
ば
、
幕
末
に
お
け
る
一
時
期
の
仮

設
道
で
あ
ろ
う
か
、
浜
街
道
は
川
原
屋
敷
ル
ー
ト
は
廃
し
て
小
松
ー
宇
部
ー
野
田
峠
ー

か
、
る
資
料
の
あ
る
こ
と
を
付
記
す
る
。

県
報
苫
第

76
崖
・
昭
和
56)

に
拠
ら
れ

わ
ゆ
る
久
慈
野
田
街
道
を
東
方
へ
分
岐
し
て
い
る
。
本
道
は
そ
の
ま
、
ド
手
に
直
進
し
て

筋
、
東
方
へ
の
道
筋
は
久
喜
浜
ー
御
崎
御
牧
野
へ
の
道
で
あ
る
。

代
官
所
前
か
ら
二
十
間

（
約
二
五
・
六

m)

ド
流
に
向
っ
て
続
き
、
こ
、
で
八
戸
道
、

し;

分
岐
点
の
北
東
方
へ
の
道
「
右

「
左
宇
べ
」
。
そ
し
て
更
に
今

い
て
前
掲
「
海
陸
分
間
図
収
台
帳
絵
図
」

（第

80
図
参
照

に
よ
っ
て
み
る
と
、
街
道
は

さ
て
宇
部
は
盛
岡
藩
野
田
御
給
人
＾
統
の
居
住
地
で
あ
る
。

代
官
所
前
の
宇
部
川
ド
流

三
、
笈
ノ
巾ネ

一
部
は
畑
地
に
な
っ
て
い
て
、
代
」
日
所
へ
の
正
面
人
口
の
坂
道
も
川
の
護
岸
工
事
で
痕
跡

も
な
い
。
昔
日
を
知
る
追
構
は
何

1

つ
な
い
現
状
に
あ
る
。
ま
た
、
ぃ
昌
所
裏
手
の
丘
陵
は

八
幡
舘
跡
で
野
田
氏
居
所
と
伝
え
て
い
る
。
現
在
八
幡
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
（
第
頂
図
〗

両
岸
及
び
街
逍
に
沿
う
両
側
の
町
並
は
御
給
人
点
上
町
の
武
家
届
敷
が
並
び
、
こ
れ
に
つ

こ
A

で
、
谷
地
中
川
の
橋
を
越
え
る
。
こ
の
川
敷
中
央
が

4
戸
時
代
に
お
け
る

宇
部
村
と
野
田
村
の
境
界
線
と
古
絵
図
に
は
明
ぷ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
川
を
越
え
た
谷
地

中
の
場
所
で
川
沿
い
に
東
に
伸
び
る
道
が
あ
る
。
こ
れ
が
往
時
、
南
部
領
九
牧
の
一
っ

「
御
崎
の
牧
」
木
戸

l
に
至
る
道
筋
と
な
る
「
御
用
馬
の
道
」

で
あ
っ
た
。

な
お
、
浜
佑
道
と
接
す
る
付
近
一
帯
の
平
坦
地
に
広
が
る
水
田
は
、
昭
和
三
七
・
八
年

頃
の
区
画
整
理
事
業
に
よ
っ
て
開
発
整
備
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
事
業
に
伴
な
い
街
道
の

道
筋
も
整
理
さ
れ
て
中
断
し
旧
道
は
滅
失
し
て
し
ま
っ
た
。
僅
か
に
小
松
地
内
に
浜
街
道

の
分
岐
点
で
あ
る
街
道
の
一
部
が
民
家
の
前
に
残
っ
て
い
る
。
安
政
期
の
絵
図
に
こ
の
分

岐
点
に
旧
家
小
松
屋
の
建
物
一
軒
が
記
さ
れ
て
あ
る
。
こ
A

に
庚
申
塔
供
養
の
道
標
が
あ

っ
た
。
現
在
こ
の
道
標
は
野
田
神
社
の
参
道
登
り
口
に
移
転
保
存
さ
れ
て
い
る
（
第
111
図）。

く
ぢ
八
戸
」
。

三
塚

1

一
一
地
闊
ハ
番
通
称
北
ノ
越
地
内
に
あ
っ
た
。

現
在
は
住
宅
と
造
成
分
譲
地
、

そ
れ
に

野
田
通
代
，
．
昌
所
跡
及
び
藩
の
御
蔵
跡
の
場
所
は
刈
摩
段
丘
卜
の
中
飢
地
、

宇
部
町
字
十

と
あ
っ
て
、
約
．
屯
余
と
計
算
し
て
い
る
。

,H 

_i―・ 
/ ¥ 

間

て
い
る
。

四
、
滝
ノ
沢
口

代
代
•
P
l
r

前
字
部
川
橋
東
詰

-
、
．
、
川

-

4

/

，
/r 

陵
の
麓
に
沿
っ
て
山
岸
部
浴
へ
と
続
い
て
い
る
。

)
の
区
間
の
道
筋
は
非
常
に
よ
く
残
っ

滝
ノ
沢

11

:
-
。
し
間

る
。
そ
し
て

H
向
部
落
か
ら
海
蔵
院
別
院
前
を
経
て
中
田
へ
と
低
地
を
避
け
る
よ
う
に
丘

1

、

長

坂

妻
ノ
神

八
二
七
間

向
へ
伸
び
て
い
る
。

一

、

小

峠

ド

ナ

メ

リ

爪

分

岐

点

ー

長

坂

区

間

図
」
（
第
81
図
）
に
記
さ
れ
た
間
数
を
合
葬
し
て
み
る
と
、

＼
、
石
i

＾
阻

!

|

 

間

数

敷
と
い
う
羽
行
常
則
家
一
軒
が
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
現
在
、
国
道
四
五
号
線
上
に
あ
っ

た
宇
部
の
町
並
は
近
代
化
し
、
街
路
も
整
備
さ
れ
て
往
時
の
面
影
は
殆
ん
ど
し
る
す
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
。
国
道
は
一
直
線
上
に
水
田
地
帯
の
中
を
宇
部
川
沿
い
に
野
田
城
内
方

-
j
j
、
街
道
は
こ
の
先
、
国
道
か
ら
町
の
下
手
で
東
側
に
分
岐
す
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（
仝
右
所
在
）

芳
田
家
。
心
111

ザ
耳
直
家
。
街
道
往
来
の
荷
物
の
交
換
所
と
い
う
。

0
黒
森
峠
梨
木
の
湧
水
（
黒
森
部
落
共
有
林
内
。
）

峠
越
え
小
憩
の
場
所
、
伝
況
あ
り
。

〇
荷

宿

保
存
す
。
享
和
四
年
：
•
-
月
及
ひ
文
久
四
年
の
棟
札
あ
り
。

牛
馬
荷
宿
。
堀
田
徳
蔵
家
の
前
に
祀
ら
れ
て
い
る
。

J
戸
後
期
奉
納
小
絵
馬
．
一
八
枚

0
松
川
原

江
刈
川
字
松
川
原

0
吉
ケ
沢
蒼
前
堂

占
ケ
八
字
吉
ケ
八
所
在

＾
基
。

葛
巻
爪
口
地
内

飢
饉
供
養
塔
。

0
沢
口
の
庚
申
塔
道
標

一

、

岩

手

町

記
銘
「
馬
頭
観
懺
音
右
ハ
く
ぞ
ま
ぎ
道
・
左
ハ
は
こ
だ
て
道
・
明
治
．
ご
面
＇
―
一
月

＾
七
日
。
高
さ
一
•
―
1
0
m
、
年

0
.
h
o
m
。
新
陸
羽
街
道
と
久
慈
街
道
の
分
岐

点
に
あ
っ
た
。

0
ベ
ゴ
泊
り

（
哨
呂
内
字
ニ
ヒ
地
割
字
朽
木
林
一
五
五
ー
＾
）

街
道
往
来
の
牛
方
道
中
の
野
伍
場
。

〇
朽
木
林
山
神
神
社
（
岩
手
町
朽
木
林
所
在
）

嘉
永
七
年
ヒ
月
こ
ビ
日
再
棟
札
あ
り
。

二
、
葛
巻
町

〇
牛
頭
天
王
堂
（
吉
ケ
沢
字
椛
ノ
木
所
在
）

部
落
氏
神
で
、
三
月
三
日
、
ヒ
月
卜
五
日
御
神
酒
を
あ
げ
祀
る
。
境
内
に
牛
頭
天
王

堂
●
ぷ
巳
倉
神
社
連
品
の
嘉
永
三
年
じ
月
十
五
日
建
立
石
碑
あ
り
。

〇
椛
ノ
木
＿
里
塚

仝
右
所
在

葛
巻
新
町
地
内

観
音
が
知
ら
れ
て
い
る
。
境
内
に
町
指
定
天
然
記
念
物
梅
樹
あ
り
。

井
村
に
移
転
す
。

の
ち
、
寛
文
八
年
再
興
す
。
境
内
に
芭
蕉
句
碑
あ
り
。
外
に
六
体

（
現
在
川
口
町
大
平
藤
沢
謙
吉
家
保
存
）

0
和
野
沢
館

（
字
赤
石
野
館
山
所
在
）

中
糀
山
城
館
跡
。
項
部
広
さ
こ
九

0
m
x
約
＾

0
0
 mo 

0
お
山
・
雷
電
神
社

犬
止
一

（
字
赤
T

口
野
所
在
）

一
年
よ
銘
再
興
棟
札
を
旧
蔵
す
。

0
道

標

三、

沿
道
に
残
る
主
な
文
化
財

0
八

幡

館

・

八

幡

神

社

（

田

f
字
細
越
）

葛
巻
氏
居
住
の
支
館
跡
。
給
巻
八
幡
宮
を
祀
る
。

〇
葛
巻
館
・
鏡
沢
館

葛
巻
館
・
鏡
沢
）

葛
巻
館
所
在
）

中
旧
末
、
南
部
信
直
配
下
葛
巻
倍
祐
の
居
館
と
伝
え
て
い
る
。
天
止
―

-
0年
葛
巻
城

破
却
す
。
現
在
、
城
内
小
路
・
館
小
路
・
下
町
存
の
名
を
残
す
。

〇
宝
積
寺

葛
巻
氏
文
亀
・

1

年
間
基
と
す
。
天
正

,
1
0年
葛
巻
城
破
却
と
共
に
寺
は
岩
手
郡
一
方

0
秋
葉
神
社

境
内
に
高
野
桃
村
・
石
川
唸
木
歌
碑
あ
り
。

〇
＿
字
一
石
塔
（
葛
脊
祈
町
）

左
八
戸
道
・
右
く
ぢ
道
天
保
六
年
記
録
。

移
転
保
存
。

（
葛
巻
字
沢

l
地
内
）も

と
、

冗
町
川
庁
の
街
道
分
岐
点
に
所
在
、

0
元
町
館
（
葛
巻
館
）

中

llt
葛
巻
氏
の
同
族
［
藤
将
監
の
居
住
山
城
館
跡
と
伝
え
て
い
る
。
南
北
約
八

0
0

m
、
東
内
約
九

0
0
m
規
模
。

葛
巻

1
•
K
甚
右
エ
門
家
。

0
五
葉
窪
の
民
家
・
曲
り
家

葛
巻

黒
森
字
仕
葉
窪
地
内
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〇
庚
申
塔
道
標

0
寺
院
跡

霜
畑
字
関
地
内

佐
々
木
武
司
•
金
f
利
武
共
行
地
。

「
詞
会
・
源
生
院
久
唱
広
起
大
禅
定
門
元
相
三
年
己
五
月

日
・
証
室
恵
明
大
禅
定

／
元
和
・
年
＇
辰
九
月
二
十
．
―
-
日
霊
」
。
高
八O•
O

cm
、
幅
四

Ocm
。
村
内
最
古
記

年
銘
。

0
馬
場
家
住
宅
・
仝
板
倉

主
屋
は
位
葺
曲
り
家
一
部
二
階
建
（
江
戸
期
年
代
不
詳
）
建
坪
二
八
九
・
ニ
五
2
r
n
o

板
倉
木
造
柾
蘇
二
階
造
建
坪
七
七
・
六
八
面
明
治
六
年
建
築
。
所
有
者
馬
場
憲
也
。

〇
庚
申
塔
道
標

0
七
里
塚
跡

道
。
嘉
永
七
年
寅
七
月
十
六
日
。
高
さ
六
九

cm
。
巾
三
―
―

-cm
。
保
管

（
霜
畑
第
六
地
割
四
字
関
地
内
）

八
戸
藩
御
番
所
跡
。
嵯
蛾
フ
デ
宅
地
内
。

0
関
館
跡
・
館
観
音
（
霜
畑
字
関
地
内
）

山
城
館
跡
、
伝
承
不
詳
。
本
丸
跡
に
観
音
小
詞
あ
り
。

（
霜
畑
六
地
割
六
六
字
関
）

（
小
国
字
上
小
国
地
内
）

文
政
期
閲
創
と
伝
え
、
戦
後
廃
寺
と
な
る
。

（
大
川
目
字
砂
子

四
、
久
慈
市

0
横
津
鉄
山
跡

八
戸
藩
直
営
の
製
鉄
跡
。

製
鉄
遺
跡

製
鉄
遺
跡

0
清
水
川
鉄
山
跡

右
山
道
・
左

者
川
原
柳
太
郎
。

0
関
御
番
所
跡

鉄
山
跡

〇
細
沢
鉄
山
跡

小
国
地
内

霜
畑
第
二
地
割
一
四
ー
ニ
字
二
又

0
小
国
館

小
国
地
内

霜
畑
第
一
地
割
字
馬
寄
平
）

賠
和
五
九
年
二
月
四
日
付
県
指
定
文
化
財
天
然
記
念
物
。
管
理
者
佐
々
木
武
叶

0

〇

墓

碑

（
霜
畑
字
馬
寄
中

三

、

山

形

村

〇
奥
清
水
の
ベ
ゴ
泊
り
場

旧
追
ベ
ゴ
泊
り
場
跡
。

（
平
庭
峠
地
内
）

一
日
付
村
指
定
史
跡
。

明
治
期
ま
で
の
往
米
牛
方
道
中
の
野
伯
跡
。
水
飲
月
が
残
っ
て
い
る
。

0
合
戦
場
一
里
塚
（
ゃ
和
畑
第
一
地
割
字
合
戦
場
）

二
届
＾
対
が
完
全
に
残
っ
て
い
る
。
昭
和
五
四
年
ー
ニ
月
一

久
慈
街
道
・
野
田
街
道
分
岐
点
所
在
。
右
ハ
の
だ
・
左
ハ
く
ぢ
・
元
治
元
年
五
月
十

九
日
建
立
銘
。
高
さ
―

.

.
m

、
幅
O
•

―；一八

m
、

0
内
間
木
洞

〇
寒
長
根
一
里
塚

0
八
幡
宮
の
ケ
ヤ
キ

0
タ
チ
ビ
ヤ
ク
シ
ン

昭
和
五
四
年
―
―
一
月
一

0
白
笹
地
鶏

右）

一
日
付
村
指
定
文
化
財
天
然
記
念
物
。

（
小
国
砂
川
消
身
方
）

昭
和
五
二
年
八
月
九
日
村
指
定
文
化
財
。

中
枇
館
跡
。

0
ろ
く
ろ
平

〇
駒
形
神
社

（
関
地
内
）

（
霜
畑
地
内
）

（
繋
地
内
） （へL

久
慈
街
道
筋
一
里
塚
。

一
対
共
残
っ
て
い
る
。

霜
畑
地
内
）

（
繋
第
一
地
割
地
内

一
年
三
月
八
日
付
岩
手
県
指
定
天
然
記
念
物
。

通
称
「
風
穴
」

と
い
う
。
北
測
・
稲
妻
刺
・
風
寒
利
笠
か
ら
な
っ
て
い
る
。
昭
和
四

小
国
一
六

-
1
0
0
|
f
i字
内
間
木
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〇
庚
申
塔

0
地
蔵
庵

（仝
（
宇
部
町
日
向
第
五
地
割
六

（
仝
右
）

面
積
約
一
町
歩
。
現
在
開
発
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

化
財
。
保
管
者
高
谷
泰
道
。

0
五
坊
観
音

0
山
口
八
幡
宮

（
大
川

H
字
山
口
）

伝
寛
文
四
年
創
建
。
境
内
四
四
二
坪
。
境
内
に
庚
中
塔
文
化
二
年
八
月
十
日
銘
、
高

（
大
川
目
字
森
）

田
中
•
新
町
分
岐
点
に
あ
り
。
年
代
不
詳
。

（
大
川
目
字
三
日
町
）

伝
元
文
元
年
創
建
。
祭
神
二
峯
神
・
稲
荷
・
八
坂
・
大
産
霊
•
金
刀
比
羅
・
日
神
を

合
同
す
。
境
内
参
道
の
石
造
唐
獅
子
は
嘉
永
二
年
記
銘
゜

0
長
峰
山
太
永
寺

享
保
一
七
年
一

0
久
慈
城
跡

（仝

一
月
、
長
福
寺
六
世
大
永
開
基
。
常
夜
燈
は
天
保
十
年
八
月
吉
日
。

昭
和
二
七
年
十
二
月
、
長
床
庵
か
ら
太
永
寺
と
改
称
。

（
大
川
目
仲
小
路
）

0
愛
宕
神
社

棟
札
寛
保
二
年
・
嘉
永
四
年
。
絵
馬
（
寛
政
三
年
・
天
保
四
年
銘
）
二
点
保
存
す
。

境
内
に
蒼
前
神
社
・
稲
荷
神
社
が
あ
る
。

〇
傘

（
大
川
目
ニ
ニ
ー
六
二
慈
光
寺
内
）

オ
オ
モ
ミ
ジ
で
、
樹
令
約
四
六

0
年
。
昭
和
五
五
年
一

（
大
川
目
字
牛
出
）

拝
殿
に
仁
王
像
二
体
。
境
内
に
大
乗
妙
典
六
十
六
部
供
養
塔
文
化
五
年
七
月
一

0
日

銘
、
古
向
さ
一
・
一
五

m
o

（
大
川
目
町
一
八
ー
一
五
）

中
枇
山
城
館
跡
。
伝
久
慈
市
居
城
跡
。
天
正
―

-
0年
諸
城
破
却
令
に
よ
り
廃
止
。
現

在
、
本
丸
・
ニ
ノ
丸
・
三
ノ
丸
•
井
戸
跡
・
馬
場
及
び
濠
跡
を
残
存
す
る
。
昭
和
四

八
年
一

0
月
八
日
付
、
久
慈
市
指
定
文
化
財
史
跡
。

（
川
貫
第
五
地
割
―
ニ
・
公
民
館
脇
）

も
と
部
落
内
の
木
村
商
店
前
に
所
在
し
、
移
転
保
存
物
。
文
化
―
二
年
一

H
銘
。
高
さ

0
・七一
1
-
m
o

0
久
慈
代
官
所
跡

0
下
戸
鎖
の
欅

樹
令
約
七

0
0年
余
。
岩
手
県
内
第
五
位
の
巨
木
と
し
て
昭
和
五
五
年
一

付
、
久
慈
市
指
定
文
化
財
天
然
記
念
物
。

0
白
石
塔
峠
の
＿
里
塚
（
山
根
町
字
下
戸
鎖
白
石
峠
）

（
宇
部
字
小
倉
、
駒
形
神
社
境
内
）

「
右
向
・
下
と
く
さ
り
・
左
上
と
く
さ
り
、
宇
部
立
仙
・
文
政
一
三
年
六
月
六
日
」
。

高
さ

0
•
八
0
m
o

祭
日
五
月
十
九

H°

宇
へ
立
仙
」
。

一
月
一
ヒ

「
庚
中
・
右
た
ぎ
の
沢
・
左
と
く
さ
り
、
宇
部
立
仙
、
文
政
一
三
年
三
月
廿
一
日
」

0
野
田
通
代
官
所
跡

0
八
幡
館
•
八
幡
宮

（
宇
部
町
十
三
塚
字
北
之
越
）

伝
文
緑
•
慶
長
期
に
野
田
薩
摩
守
則
武
の
居
城
跡
。

0
武
家
屋
敷
造
り
旧
家
（
宇
部
町
宇
部
）

羽
行
常
則
家
・
小
田
平
輔
家

〇
制
札
場
跡

右

一
月
一
日
付
久
慈
市
指
定
文

〇
庚
申
塔
道
標

宇
部
町
字
相
野
）

楓

「
右
山
み
ち
・
左
と
く
さ
り
、
文
政
一
三
年
五
月

0
道

標

（
宇
部
町
字
長
坂

0
小
倉
山
駒
形
神
社

（
仝
右
）

右

0
道

二
碁
保
存
さ
れ
て
い
る
。

標

0
神
明
宮

〇
追
分
碑

（
山
根
町
字
下
戸
鎖
七
ー
＿
一
＿
一
六

0

さ
七
四
．

ocm。
大
乗
妙
典
一
字
一
石
供
養
塔
一
基
あ
り
。

現
在
宅
地
化
さ
れ
て
い
る
。

（
久
慈
町
長
福
寺
前

現
社
堂
昭
和
二
二
年
再
建
。
参
道
古
木
夫
婦
松
゜

一
月
一
日
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施
設
名

二
、
葛
巻
町

五

、

野

田

村

歴
史
の
道
「
浜
街
道
」
調
査
報
告
書
（
昭
和
五
六
）
参
照
。

一
、
岩
手
町

施
設
名
高
橋
北
進
考
古
資
料
陳
列
室

所
在
地
岩
手
郡
岩
手
町
沼
宮
内
苗
代
沢

（
詳
細
〔
岩
手
県
歴
史
の
道
調
査
報
告
「
奥
州
道
中
」
第
36
集
（
昭
和
五
四
・
県
教

委
）
〕
所
載

四、
文
政

〇
丹
内
神
社

街
道
に
沿
っ
た
公
開
施
設

伝
元
亀
三
年
九
月
勧
請
。
祭
日
八
月
十
七
日
。
境
内
に
館
八
幡
神
社
・
金
刀
比
羅
神

社
・
駒
形
神
社
・
山
ノ
神
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
庚
申
塔
嘉
永
三
年
八
月
三
〇

日
記
銘
あ
り
。

〇
庚
申
供
養
塔一

年
四
月
七

H
付
、
高
さ
一
・
三

0
m
o

葛
巻
町
民
俗
資
料
室
（
閉
館
中
）

（
宇
部
町
日
向
地
内
）

（
仝
右

盛

岡

市

文

化

財

調

査

委

員

（
敬
称
省
略
）

小

野

寺

時

美

葛

巻

、土

速

藤

信

光

山

形

町村

長

内

信

久

慈

市

郷

土

史

家

工

藤

常

夫

八
戸
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

八

戸

市

立

図

書

館

い
た
。
厚
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

久
慈
街
道
の
調
査
に
あ
た
っ
て
関
係
資
料
の
収
集
並
び
に
現
地
調
査
に
つ
い
て

表
記
の
調
査
員
各
位
の
ほ
か
、
特
に
左
記
の
方
々
の
御
助
言
と
ご
協
力
を
い
た
だ

盛
岡
市
中
央
公
民
館
郷
上
資
料
室

付

曹
洞
宗
海
蔵
院
別
院
。
文
化
三
年
開
創
。
境
内
に
念
仏
塔
天
保
七
年
七
月
―
一
日
記

銘
。
古
向
さ0
•
八
五
m
。
南
無
阿
弥
陀
仏
百
萬
遍
供
養
塔
天
保
七
年
七
月
―
一
日
記

記

三
、
山
形
村
・
久
慈
市

該
当
施
設
な
し
。

四
、
野
田
村

野
田
村
郷
士
資
料
室

九
戸
郡
野
田
村
大
字
野
田
二

o
l
―
四

野
田
村
総
合
セ
ン
タ
ー
内

野
田
村
教
育
委
員
会

展
示
内
容

管

理

所
在
地

施
設
名

銘
。
高
さ
ー
・
三

0
m
o

小

井

田

幸

哉

歴
史
の
道
「
浜
街
道
」
調
査
報
告
書
（
昭
和
五
六
・
県
教
委
）
参
照
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久慈街道●臭州街道分岐点付近図 漆戸茂樹苔 「北奥料程，記」部分（南部敗内所蔵）

》^

第

12図
馬

頭

観

世

音

●

道

標

明
治
二．

k-年
（岩

F
町
）

＂ 

~ 
,_ "・i 

凰
品一

~ 

忌

’ ． 

一＂ ロ 宕 第14図 峠へ向う●所●早坂‘ノネの道
（岩 F町）
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（岩手町）

冒

第19図 鈴ノ平山麓の道●葛馨町境•界線付近 （岩手町）

第16図 早坂‘ノネ峠の平坦な道 （岩手町）

·~、

，．．．叫
第21図山そ’いの瀧に道路が続いている。 第20図 朽木林山ノ神神社・御神体 （岩手町）

県行造林地 （岩手町 ・葛巻町）
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（葛巻町）

闘

舅25図 吉ケ沢壇田富蒼前童付近 （葛巻町）

lll'l"r..l 

慶

一享
.~ •

、

」慧柑

第22図 一戸町椛ノ木の分岐点付近。左手坂道が沼宮内への道。

匿

-~ 
....a.:a.i 

.,,...., 
口

唇 ＇
胃

匿
第24図 吉ケ沢に残る民家 （芳田家） （葛巻町）

讀

第27図

舅26図 椛ノ木天王鸞 （葛巻町）
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第29図 黒蓋峠JJI藁付近の平坦な道
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第

30
図
五
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窪
か
ら
黒
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岳
・
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ー
黒
森
岳

2
黒
森
峠

一 1111 
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ヽ
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 ヽ

第28図 吉ケ沢斬田蠅区の黒蘊峠璧り口付近 （葛巻町）

;,,,、,,... . _.,,.. 

第31図 沼宮内●葛馨境の藩境椛ノ木付近の街道絵図 南部盛岡領八戸藩境、藩境塚築立申合覚絵図部分寛文12年
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~ • :.l.• 

第33図 五葉窪地内の街道筋の民家・三上甚右エ門家 （葛巻町） 第32図 五葉窪付近

第36図同右 第35図同赤石野の道 （葛巻町） 第34図 五葉窪入口付近の道 （葛巻1

第38図 漏の内地内蒲川原の道 （葛巻町）

~ 

胃
~ 

円胃l 日 ~ 

雫

第37図雷電社の杜 （砧巻町）
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第40図 田子川原罵瀾川沿いの街道 （葛巻町）

,,,,_ゴ 9 ●, ""・'

第39図 葛馨町の町並遠景•新町より西方を望む （葛巻町）

yEl 

第41図

第42図
名刹宝積寺参道 （葛巻町）

£̀
山
2
苓

岳
屯
笛

屯
ん
危

第43図

新町裏の一字一石塔

銘文一字一石塔南無

地蔵蒻

安水二已七月 (1773)

（葛巻町）

第“図葛誉郷絵図部分

（八戸市立図苔館所蔵）
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舅46図元町付近の道 (t~ を町）

置

E
 tじ

a

第50図 松川原ペゴドマリ場 （砧巻町）

第45図

-=--, 一疇

＇ 
暑

第48図 江刈川の平庭峠道・平庭山荘脇

（給を町］

第49図簗場地内の道 （葛巻町）
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第52図 平庭一里塚

第

54図
同

右
峠
地
点
か
ら
岳
方
向
を
み
る

平
庭
峠
の
道

山
形
村
）

（葛巻町） 第51図

第53図

第55図

平庭一里塚付近・平庭峠方向をみる

平庭峠

匹
園置l

ペゴドマリ場

~ 

三弓蘊-
（葛巻町）

(tit形村）

（葛巻町）

----

第56図 平庭峠道 （山形村）
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舅58図合載場一里塚 南塚 第59図同 北塚 （山形村）

第

60図

合
戦
場

｀ "・ 

第62図庚申塔道 欄 第61図 合戦場一里塚地点から東方の街道筋を望む （山形村）

舅63図 馬寄平の馬場憲也家住宅 （山形村）
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舅65図 （山形村霜畑字1関）

I 

・"""'
聾66図 関の町筋•JII井と野田県道分岐点

舅67図

関御書所跡

｀ 
Jh 

第69図庚申塔道欄・正面
元治元年(-八六四）（山形村霜畑字関、卯坂峠）

; 
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I 

呵 ！ 
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,I 

✓ 
l 

~.... :.J~. ,<々!~,r'e1'41か,,.... ,. 北..... ・.I'・" -i. 
;,.( 

第68図

関館跡

関七里塚躊 （山形村霜畑字関）

（山形村霜畑字関）

聾“図 墓 碑

同

側

面
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疇

鯖71図 寒長檀一里塚甫塚 （山形村寒長根） 第70図

第73図 三日町の街道筋 （久慈市大川目町三II町）

第75図 川貫地内に残る街道 （中央上り 11)(久慈市大川H町川貫）
.} 

"• ‘● <l 

第72図 駒形神社 （久慈rti大川目町砂1-)

第

74
図

西

の
沢
地
内
に
残
る
街
道

（
久
慈

di西
の
ボ

・
大
成
橘
前

第76図 荒町地内の国道281号線•浜街道分岐点付近

大川11Ji向を望む 1久慈rli流町）

41 



第78図 野田峠の道 （久慈市須合内）

{

＂ 

術
れ

*8嗣ヽ
‘

第11図 久慈街道•浜街道 （正面） 分岐点 （久慈市荒町）

第79図 野田逼代官所跡・八幡館跡 （久慈市北ノ越）

第80図宇部の町董古図 安政4年

第81図 野田逼代官所絵図部分野田街道・久慈野田街道 （部分） （盛岡市中央公民館所蔵）
lー野田峠越え久慈ルー ト

2 ー小峠 • 安家岩泉ルート及び下戸鎖 • 関 • 葛巻ルート

圃I
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第85図地蔵院念仏塔天保7年
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ヽ • 凰
第84図 丹内神社 （久慈市宇部） 第83図庚申塔•丹内神社嘉永3

（久慈市宇部日向）

第87図 武蒙晨敷•小田家 （久慈r行宇部）

第89図 字聾町制札場跡・左への道が盛岡への道 （久慈市宇部） 舅88図 武家屋敷•羽行家 （久慈市宇部）
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鯖91図 遵蔵院 （久慈市宇部日向）

糖86図 野田代官所跡付近から宇部川下流方向を望む

両岸沿いに武家）豆敷があった。 （久慈市字部）

第90図 宇部の町並 （久慈市宇部）
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舅9:t図
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石
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江
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、
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と
な
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。
）
（
久
慈
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下
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鎖
）

第92図 下戸鎖の町 （久慈市山根町）

第94図

.. 
-
~ 

木売内罵纏所●●山宏郎家 （右曲り家）

（久慈市山根町）

第96図 木売内・ 下戸鎖付近古図 （野田代官所管内絵図部分 ・元文年間）

46 



' ~. . -: : .、
・ ・ベ. -~--. _ヽ.,-,--;,, ぷ-~拓.. ~'. 

沼~- . 
＂ ． ，ャ ・"'' - . :;,~, 

-・ .-<'A 
・- ヽ,, . 

よ彦. •. ぷ :・
..-. 

ヽ
;T 
., --.. 

・..、"
、九ヽ ＼｀ _,., .. 
=~~ ,.,,. 

,, ●`  

=~-\ . 和玉バ松べ~-
.. -r,、-.... ,. . .,,,._ ・されか・
: . _, :・: ;,•};·~• . . . . .. 

:,," .• .. , ~-. ．．ヽ、
, ~-,,,<ク

・'. < 
•、•ヽ レ

第98図同右

~.. - 、~---· ',",.... -• -,; 
.. ・, 屯心叫呑~-- •• 

::、,・・・_..,. r:/~· ゞ・
， ··~-- .. .... , __ 

f
 

．．ぐ-;_#·.、~)'
． ．、ヽ ・、嘉宝:t".;¥ど

:.,• 
・-. ・・ヽ・. . 

-- .'.  .・...  ~-~ ・"  . 帆 . _,  ．” ・ら,• 
....  . ... . ● ~. 

.' ... " . • ,. • • . .. ,,,,,, . •.• 鼻 ~_.,.
• ---··.:.·•.· ヽ .・'

覧位ク::・. -.,~- ・ ・~ ',,.. . ,/' ,,.. . ・、・_/'.-・ ... -

如~--;:吟~~;~を了な~£~~-~治~-:: ·.

匿

塁l

"" 
第100図臭ナメリ沢の旧街道筋に残る土柵残がい。（久慈市ナメ 第99図 臭ナメリ沢上文堂沢 （ん（則）付近右は現県道筋

＇）沢 ） （久慈市ナメリ沢）

~ 
．、

望＇

--~- 、窃/,,、
'-:"-ヽ ヽ., 

舅103図

i 冒--~~c--・ー ,___.... , -,. 

第IOI図 ナメリ沢襴から下流を望む。 右手杉林のところを街

道が通っている。（久慈市宇部ナメリ 沢）

第 102図 道標 （久慈市宇部和野） （文政13年）
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第105図

を

第108図 宇部川左岸野田代官所登り口 （久慈市宇部）

（文政13年）

r
L
 疇

＂言

□ 1-r'tl] （久慈市宇部長坂）

第107図 オノ神 （久慈市宇部）
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舅109図

r;: ・-.,叶...
9、.. 

4 峰 ・9年し
饒111園 浜街道・久蘊街道分岐点•元小松の辻所在庚申堪道檬

「明和4年6月 (1767)左宇ぺ 右 くぢ八戸」

第112図川原塵敷川櫃噛

第115図 「三崎牧」蒼前堂 （久慈市三崎） 第113図 小松の辻 •浜街道と宇部野田街道分岐点
（野田村小松）
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沼宮内代官所封印

謳
璽
塩問屋

闘羊固

（参考・「陸中国関駅人馬継立所」•明治初期）

雑
南
部
八
戸

鉄
曰
抑
所

，山久慧―ー
FJ
団

葛巻官所・八戸葉・塩印
沼宮内村●割判等諸印一括

] 

沼宮内御鉄宿

久慈御鉄山日払所

大祝御鉄山

盛岡藩御用印判師鈴江四郎佐判鑑帳抄
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街道筋に残る文化財 「久慈・野国街道」

こ使lIiC図 1~ ，_l!t~~tL~:tl亀理院長の承認を得て、同院発行の 5 万分の l 地形図を複製 したものである。



街道筋に残る文化財「久慈・野田街道」

内陸の交換場

道徳

関御番所跡

開館跡

七里場跡

寺院跡

庚申塔町道機

寒長恨ーw..塚

駒形神社

高守

この地幽は.建設省国土地用院長のJ再認を得て、同院発行の5万分の l地形図を被製しとものである。(承認酢号)昭57東様、lil84号
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